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11月2日（土）	 第3会場（福岡国際会議場	2F	201）
International	Session（Oral）	 9:00 ～ 10:30

International Session（Oral）
Chairs：Takashi�Egawa（Faculty�of�Pharmaceutical�Sciences,�Fukuoka�University,�Japan）�

Mayako�Uchida（Osaka�University�of�Pharmaceutical�Sciences,�Japan）��　　　　　
IO01	 Availability	of	Medicine	and	Universal	Health	Coverage	in	Laos

Risako Inoue1、Keisuke Seto1、Tomoo Ito2、Hiroyuki Terakado1、Chiaki Miyoshi2
1National Center for Global Health and Medicine, Department of Pharmacy, Japan、 
2National Center for Global Health and Medicine, Bureau of International Cooperation, Japan

IO02	 Research	on	the	Science	Needs	on	the	Internet	Related	to	Gene	Editing	Baby	Event	Based	on	Search	Data
Xiao-Wen XING1、Yi-Bo WU*2、Ze-Yu JIANG1、Cun-Yi KU1

1School of Pharmacy, Shandong University, China、 
2 Department of Pharmacy Administration and Clinical Pharmacy, School of Pharmaceutical Sciences, Peking University, 
China

IO03	 Effect	of	Wechat	precision	health	communication	on	medication	compliance	of	patients	with	hypertension
Hai-Bin WEI1、Chen-Xin QUAN2、Ya-Qi DENG2、Yuan HU2、Wen-Yang TAN2、Yi-Bo WU3

1Guangxi University of Chinese Medicine, China、2Shandong University School of Pharmacy, China、 
3 Department of Pharmacy Administration and Clinical Pharmacy, School of Pharmaceutical Sciences, Peking University, 
China

IO04	 Research	on	the	Structure	and	Characteristics	of	Adolescent	Health	Popularization	Needs	based	on	
Search	Data
Shu-Xian JIA1、Jie WANG1、Jin-Yi MENG2、Tao WANG3、Yi-Bo WU4

1Shandong University School of Stomatology, China、 
2College of Humanities and Social Sciences, Harbin Medical University, China、 
3 Emergency Department, The Sixth People’s Hospital Affiliated to Shanghai Jiao Tong University, China、
4 Department of Pharmacy Administration and Clinical Pharmacy, School of Pharmaceutical Sciences, Peking University, 
China

IO05	 Continuous	Medication	Consultation	for	Patients	by	Private	Pharmacists	in	Community	Pharmacies:	An	
Attempt	to	Introduce	a	Care	Plan	Program
Keiko Naganuma、Satoshi Hatazawa、Kaori Ogawa、Ryuichi Kinoshita、Takuro Matsubara、Mitsuhiro Someya、 
Ryouo Taniguchi、Fumio Nakajima
Nakajima Pharmacy Ltd., Japan

IO06	 The	Efficacy	of	Asilol	in	the	Treatment	of	Severe	Hand-foot-mouth	Disease	in	Children：A	Systematic	
Review	and	Meta-analysis
Fang SHI1、Yi-Bo WU2

1Shandong University School Of Public Health, China、 
2 Department of Pharmacy Administration and Clinical Pharmacy, School of Pharmaceutical Sciences, Peking University, 
China
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11月2日（土）	 第7会場（福岡国際会議場	4F	401＋402＋403）
一般演題（口頭）01	 9:00 ～ 10:00

病棟薬剤業務 1
座長：三箇山　宏樹（関西医科大学総合医療センター薬剤部）

2-7-O01-1	 薬剤師の介入により医薬品副作用被害救済制度の利用に繋がった 1例
笠原　真理 1、井下田　充洋 2、吉倉　明枝 3、鶴谷　勝実 1、笹川　嘉久 4、高丸　勇司 4

1 小樽市立病院薬剤部、2 小樽市立病院精神科医療センター、3 小樽市立病院看護部、4 小樽市立病院精神科

2-7-O01-2	 大阪はびきの医療センターにおける、ニンテダニブの適正使用と現状
和田　宜久、石樋　康浩、岩田　浩幸、上田　理絵、木村　貴、嶋津　史恵、友井　理恵子、富士　芳美、松下　一樹、 
水口　侑子、盛谷　友梨、木澤　成美、金銅　葉子
地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪はびきの医療センター

2-7-O01-3	 偽性心室頻拍におけるピルシカイニド投与量を心電図を用いて評価した一例
柴田　麻美
大分岡病院薬剤部

2-7-O01-4	 回復期リハビリテーション病棟における服薬能力判定試験（J-RACT）を用いた自己管理に影響を及ぼす要因
の検討
遠藤　秀竜 1、小瀬　英司 2、堀　浩子 1、細野　真吾 1、河村　千晶 1、児玉　雄大 1

1 大垣徳洲会病院薬局、2 帝京大学医学部附属病院薬剤部

 
一般演題（口頭）02	 10:00 ～ 11:00

病棟薬剤業務 2
座長：髙田　龍平（東京大学医学部附属病院薬剤部）

2-7-O02-1	 点眼手技の評価において変動をもたらす評価者側及び患者側の要因の探索
島田　拓弥 1、中川　祐紀子 1、菅　幸生 2、嶋田　努 1、崔　吉道 1

1 金沢大学附属病院薬剤部、2 金沢大学医薬保健研究域薬学系

2-7-O02-2	 免疫抑制薬投与患者に対するB型肝炎ウイルス再活性化対策の現状と課題
松原　菜美、冨士原　あゆみ、馬橋　美由季、土手　賢史、小林　由佳
京都桂病院薬剤科

2-7-O02-3	 薬剤師による入院時吸入薬継続患者の吸入評価および再指導の有用性
菅原　拓也 1、鈴木　麻友 1、荒井　潤 1、延川　正雄 1、松田　圭一郎 1、荒井　浩一 1、岩渕　勝好 2

1 山形市立病院済生館薬局、2 山形市立病院済生館呼吸器内科

2-7-O02-4	 病棟業務を標準化・効率化するための「ML病棟業務検索」部門システムの開発と取り組み
柏瀬　しのぶ 1、浜田　幸宏 1、本郷　彰也 2、縣　宗彦 1、有賀　三希子 1、金田　純子 1、河本　拓哉 1、倉重　梓 1、 
坂田　志保 1、菅原　直子 1、只見　智恵子 1、橋本　直人 1、古越　冴香 1、丸山　拓実 1、山崎　智司 1、吉田　まり絵 1、
高森　祥大 1、木村　利美 1

1 東京女子医科大学病院薬剤部、2 株式会社アイシーエム

 
一般演題（口頭）03	 13:25 ～ 14:25

薬学・薬剤師教育
座長：徳永　仁（九州保健福祉大学薬学部薬学科臨床薬学シミュレーション研究室）

2-7-O03-1	 改訂コアカリでの薬局実務実習における参加体験型実習への対応
松下　隼士 1,2、松村　千晶 2、小林　大介 2、川尻　雄大 2、高木　淳一 1、岸田　義博 1、小柳　香織 1、勢島　充 1、 
吉田　理 1、山野　徹 1、園田　正信 1、吉川　学 1、島添　隆雄 2、田中　泰三 1

1 一般社団法人福岡市薬剤師会、2 九州大学大学院薬学研究院臨床育薬学分野

2-7-O03-2	 若手病院薬剤師を対象とした抗菌化学療法研究会（大阪ABC）による抗菌薬適正使用の教育効果
山田　智之 1、上田　覚 2、安井　友佳子 3、行本　拓史 4、眞継　賢一 5、村井　千恵 6、吉野　秀紀 7、竹内　祐介 8、 
角谷　龍哉 9、石坂　敏彦 10、関　雅文 11

1 大阪医科大学附属病院薬剤部、2 北野病院薬剤部、3 堺市立総合医療センター薬剤科、4 山本第三病院薬剤部、 
5 関西電力病院薬剤部、6 大阪急性期・総合医療センター薬局、7 大阪赤十字病院薬剤部、8 府中病院薬剤部、 
9 住友病院薬剤部、10 堺市立総合医療センター薬剤・技術局、11 東北医科薬科大学感染症内科

2-7-O03-3	 スマートフォンゲームアプリを活用したがん薬物療法の学習における薬学生の意識調査
児玉　暁人 1、今井　兼貴 1、高橋　文香 1、岩田　智津子 1、水庫　彩 1、勝浦　正人 1、森　信介 1、小竹　武 2

1 市立吹田市民病院薬剤部、2 近畿大学薬学部臨床薬学部門医療薬剤学分野

2-7-O03-4	 埼玉がん薬物療法研究会による地域がん薬物療法均てん化を目的としたワークショップ式研修会の開催内容
の検討と評価
龍島　靖明 1、芝崎　由美子 2、武井　大輔 3、大島　宗平 4、伊藤　剛貴 5、鈴木　貴之 6、新津　京介 7、新井　隆広 8、 
畠山　朋樹 9、中山　季昭 10、佐野　元彦 11

1 国立病院機構埼玉病院薬剤部、2 さいたま市民医療センター薬剤科、3 埼玉県立がんセンター薬剤部、 
4 群馬大学医学部附属病院薬剤部、5 草加市立病院薬剤部、6 済生会川口総合病院薬剤部、 
7 自治医科大学附属さいたま医療センター薬剤部、8 群馬県立がんセンター薬剤部、9 戸田中央総合病院薬剤部、 
10 埼玉県立小児医療センター薬剤部、11 埼玉医科大学総合医療センター薬剤部
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 一般演題（口頭）04	 14:25 ～ 15:25

持参薬管理
座長：嶋田　努（金沢大学附属病院薬剤部）

2-7-O04-1	 薬剤師による術前中止薬のチェック体制に関する多施設アンケート調査
花田　聖典 1、鶴崎　泰史 1、井上　大奨 1、松尾　香奈子 1、坂田　光平 1、水町　純一 1、中川　義浩 1,2

1 国立病院機構熊本医療センター薬剤部、2 九州地区国立病院薬剤師会会長

2-7-O04-2	 入院時持参薬における薬剤数及び処方複雑性が高血圧の治療効果に及ぼす影響
若井　恵里 1、池村　健治 1、加藤　千佳 1、岩本　卓也 1、奥田　真弘 2

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 大阪大学医学部附属病院薬剤部

2-7-O04-3	 お薬手帳による詳細な薬歴調査が診断の契機となった、バルサルタンが関連したと考えられるスプルー様腸
症の	1	例
山下　祐果 1、松浦　仁志 1、岸渕　正典 2、吉岡　克宣 3、石倉　久美子 1

1 四天王寺病院薬局、2 四天王寺病院外科、3 四天王寺病院内科

2-7-O04-4	 持参薬管理方法の変更の取り組み
中田　一孝、冨田　有香、池田　理沙、加田　昌宏、須原　良海
医療法人宝生会 PL 病院薬剤部

 
一般演題（口頭）05	 15:35 ～ 16:35

バイオシミラー
座長：内藤　隆文（浜松医科大学医学部附属病院薬剤部）

2-7-O05-1	 アザチオプリンにより生じた重篤な好中球減少症にフィルグラスチムBiosimilar 製剤投与が有効であった	
1 症例
大塚　恵理子 1、津下　遥香 1、佐藤　雄己 1、田中　遼大 1、尾崎　貴士 2、前島　圭佑 2、柴田　洋孝 2、伊東　弘樹 1

1 大分大学医学部附属病院薬剤部、2 大分大学医学部内分泌代謝・膠原病内科・腎臓内科学講座

2-7-O05-2	 リツキシマブの先行バイオ医薬品とバイオ後続品の治療学的安全性の比較
安達　和宏 1、佐藤　雄己 2、龍田　涼佑 2、中原　良介 2、磯田　祥 3、本室　貴子 1、伊東　弘樹 2

1 社会医療法人恵愛会大分中村病院薬剤部、2 大分大学医学部附属病院薬剤部、3 中津市立中津市民病院薬剤科

2-7-O05-3	 リツキシマブバイオシミラー初回投与時の infusion	reaction 発現状況
原　茉梨絵、三角　紳博
独立行政法人国立病院機構九州がんセンター薬剤部

2-7-O05-4	 リツキシマブのバイオシミラー製剤変更前後における超高齢者への使用経験報告
今野　奈央子 1、多田　則道 2、千葉　健哉 1、小野垣　富美 1、長岡　城子 1

1 一般財団周行会内科佐藤病院薬剤科、2 一般財団法人周行会内科佐藤病院内科

 
一般演題（口頭）06	 16:35 ～ 17:35

ジェネリック医薬品
座長：岩本　卓也（三重大学医学部附属病院薬剤部）

2-7-O06-1	 先発医薬品，後発医薬品ドセタキセル非アルコール製剤における生理食塩液および 5%ブドウ糖液希釈後の
化学的挙動の比較検討
小川　千晶 1,2,3,4、矢田部　恵 3、井上　元基 4、足立　茂 4、伊藤　智夫 2

1 国立国際医療研究センター病院薬剤部、2 北里大学薬学部薬剤学研究室、3 国立病院機構東京医療センター薬剤部、 
4 明治薬科大学

2-7-O06-2	 後発医薬品導入におけるカットオフ値の重要性と医療経済効果
関屋　裕史 1、緒方　豊 2、梶原　隆広 3、福永　洋子 3、森木　豊栄 3、池田　龍二 1

1 宮崎大学医学部附属病院薬剤部、2 株式会社アステム、3 鴻池メディカル株式会社

2-7-O06-3	 メサラジン腸溶錠（アサコール）を後発医薬品に変更した症例の検討
細川　宜嗣 1、原田　恭江 1、軸原　温 2、江藤　精二 3

1 福山第一病院薬剤科、2 福山第一病院消化器外科、3 福山大薬学部

2-7-O06-4	 院内プロトコルに基づく薬剤師による一般名処方普及の試みとその評価
宮崎　元康、内山　将伸、松尾　宏一、鵜木　亜矢子、島田　安希子、森　由夏子、今給黎　修
福岡大学筑紫病院薬剤部

11月2日（土）	 第8会場（福岡国際会議場	4F	404＋405＋406）
一般演題（口頭）07	 9:00 ～ 10:00

精神科領域 1
座長：神村　英利（福岡大学病院薬剤部）

2-8-O07-1	 リチウム中毒にて救急搬送された患者の背景に関する調査
飛田　修康 1、祖川　倫太郎 1、木村　早希子 1、田崎　正信 1、阪本　雄一郎 3、成澤　寛 2

1 佐賀大学医学部附属病院薬剤部、2 佐賀大学医学部内科学皮膚科、3 佐賀大学医学部救急医学講座
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2-8-O07-2	 精神疾患におけるオセルタミビルリン酸塩予防投与の安全性について
亀井　進太郎、岩田　裕明、佐藤　雄己、伊東　弘樹
大分大学医学部附属病院薬剤部

2-8-O07-3	 クロザピン投与時の忍容性に影響する有害事象とその関連因子の探索
麻那古　信之、山本　智也、渡邊　梓、門脇　裕子、奥田　真弘
大阪大学医学部附属病院薬剤部

2-8-O07-4	 精神疾患患者における慢性便秘症に対するエロビキシバットの有効性の検討
中村　奈央 1、幸　邦憲 1、大井　裕貴 1、中村　民生 2

1 国立病院菊池病院薬剤科、2 国立病院菊池病院精神科

 
一般演題（口頭）08	 10:00 ～ 11:00

精神科領域 2
座長：椎　崇（北里大学病院薬剤部）

2-8-O08-1	 d-ROMs・BAPを用いた自閉症スペクトラム障害児の客観的酸化ストレス評価
北岡　泰介 1,2、森本　真仁 3、橋本　俊顕 3、津田　芳見 3、中津　忠則 3、京谷　庄二郎 1

1 徳島文理大学院薬学研究科、2 エール薬局、3 徳島赤十字ひのみね総合療育センター

2-8-O08-2	 入院中の脳腫瘍患者における不眠の発現率及びリスク因子の検討
菅野　ゆみか 1、関根　佳代 1、岩田　理恵 1、大谷　美子 1、井内　俊彦 2

1 千葉県がんセンター薬剤部、2 千葉県がんセンター脳神経外科

2-8-O08-3	 単身生活が困難で精神科病院に入院した複数外来を受診している患者の 1症例
加藤　剛 1、宗像　彩香 1、澤口　真紀 1、鈴木　順子 2

1 所沢慈光病院、2 北里大学薬学部

2-8-O08-4	 電子診療録へのスタンプ貼付によるベンゾジアゼピン受容体作動薬減薬の取り組みとその評価
進　健司 1,2、小林　大介 1、川尻　雄大 1、猪狩　圭介 3、光安　博志 3、村上　智哉 3、堤　一樹 3、金澤　康範 2、 
神村　英利 4、島添　隆雄 1

1 九州大学大学院薬学研究院臨床育薬学分野、2 飯塚病院薬剤部、3 飯塚病院リエゾン精神科、4 福岡大学病院薬剤部

 
一般演題（口頭）09	 13:25 ～ 14:25

がん薬物療法（レジメン管理・多職種連携）
座長：龍田　涼佑（大分大学医学部附属病院薬剤部）

2-8-O09-1	 高速液体クロマトグラフィーを用いたホスアプレピタントとマグネシウム製剤の同時投与における配合変化
の検討
尾崎　正和、幸田　恭治、北原　隆志
山口大学医学部附属病院薬剤部

2-8-O09-2	 抗がん剤鑑査支援システム “ケモ助 ” の有効活用
佐竹　清 1,2、井上　朋子 1、後藤　孝之 1、亀井　陽子 1、中島　孝則 2、町田　充 1

1 さいたま赤十字病院薬剤部、2 日本薬科大学臨床薬剤学分野

2-8-O09-3	 がん化学療法におけるレジメン確認事項の均てん化に向けた取り組み
粂　哲雄、野村　光永、佐藤　淳也、梅坪　翔太、安田　陽子、鴨志田　武、石川　寛、篠　道弘
静岡県立静岡がんセンター薬剤部

2-8-O09-4	 がん化学療法前スクリーニングにより判明したHBV感染の実態
樋口　芙蓉子、有野　徹、清水　淳一
東京都済生会中央病院薬剤部

 
一般演題（口頭）10	 14:25 ～ 15:25

がん薬物療法（無菌調製・暴露対策）
座長：千阪　智美（宮崎大学医学部附属病院薬剤部）

2-8-O10-1	 抗がん薬の分割使用による医療費削減効果の検討
浅野　舞美、小林　一男、山端　悠介、横川　貴志、鈴木　亘、平出　誠、三木　真梨杏、岩崎　愛理、濱　敏弘
公益財団法人がん研究会有明病院薬剤部

2-8-O10-2	 単回使用バイアルの複数回使用における 8日間保管時の無菌性に関する検討
森　はづき、多賀　允俊、高橋　喜統、藤本　俊祐、政氏　藤玄
金沢医科大学病院薬剤部

2-8-O10-3	 抗がん薬環境汚染調査から評価した曝露対策方法の検討
高山　慎司 1、河野　友昭 1、景　秀典 1、二階堂　恵子 1、池田　優子 1、高野　めぐみ 1、渡邊　由紀子 1、増渕　敬久 1、
山内　照夫 2、後藤　一美 1

1 聖路加国際病院薬剤部、2 腫瘍内科
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2-8-O10-4	 JCI 認証に向けた薬剤部の取り組み～抗がん剤の取り扱いと外来化学療法室に関して～
與田　賢作、奥野　美和、松浦　徹、内山　有理香、山下　大貴、立石　裕樹、市川　美佳、大汐　欣輝、後藤　貴央、 
後藤　美緒、村田　智弘、重松　由加、宮津　大輔、田中　博和、平川　雅章
医療法人徳洲会福岡徳洲会病院薬剤部

 
一般演題（口頭）11	 15:35 ～ 16:35

がん薬物療法（服薬指導・情報提供）
座長：渡邊　裕之（九州大学病院薬剤部）

2-8-O11-1	 中規模病院の外来化学療法センターにおける副作用評価ツールの導入
新美　政樹 1、菊池　正和 2、尾畑　景子 3、谷口　結基 1、森　智世 1、田中　美帆 1、太田　達也 1、田中　章郎 1

1 社会医療法人宏潤会大同病院薬剤部、2 社会医療法人宏潤会大同病院消化器内科、 
3 社会医療法人宏潤会大同病院看護部

2-8-O11-2	 外来治療肝細胞癌患者に対して電話相談支援を含めたシステム（リングレンビマ）による治療貢献の検討
坂田　幸雄 1、松丸　亜紀 2、伊藤　由貴子 2、伊藤　淳 3、山本　義也 3

1 市立函館病院薬局、2 市立函館病院看護局、3 市立函館病院消化器病センター

2-8-O11-3	 抗がん剤外来治療患者における外見変化を伴う副作用に関する意識調査
鈴木　絢子 1、渡邉　美知子 1,2、坂本　靖宜 1、山下　美乃里 1、服部　有希 1、小池　博文 1、佐橋　幸子 1

1 横浜市立大学附属病院薬剤部、2 横浜市立大学附属市民総合医療センター薬剤部

2-8-O11-4	 がん薬物療法による妊孕性への影響に関する医療者の情報提供の変容に関する検討
馬見新　佳那子 1、岩本　彩 2、内藤　陽一 3、細野　亜古 3、南　陽介 4、向原　徹 3、米村　雅人 3

1 国立がん研究センター東病院薬剤部、2 同臨床研究コーディネーター室、3 同乳腺・腫瘍内科、4 同血液腫瘍科

 
一般演題（口頭）12	 16:35 ～ 17:35

がん薬物療法（他の副作用対策）1
座長：櫻下　弘志（広島大学病院薬剤部）

2-8-O12-1	 肝・腎機能低下がイホスファミド関連中枢神経症状発現へ与える影響についての検討
志水　真也 1、林　祐一 2、西田　承平 1、藤井　宏典 1、小林　亮 1、鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜大学医学部医学系研究科脳神経内科

2-8-O12-2	 産婦人科	tri-weekly	PTX	+	CBDCA療法施行時のPTX	による過敏症の発現状況調査	
～	DEX	9.9mg	による過敏症予防効果の評価	～
杉山　弘樹、中田　淳也、原田　晴司
静岡市立清水病院薬剤部薬剤科

2-8-O12-3	 Palbociclib 投与に向けた連携体制の構築と維持投与量調査
柿原　圭佑、三上　忠司、野田　聖奈子、武田　なつか、原田　智子、篠崎　千尋、松本　美紅、藤井　裕史
JCHO 久留米総合病院薬剤部

2-8-O12-4	 外来がん化学療法において患者のQOLに影響を及ぼす有害事象の解析と薬学的介入によるQOL改善効果に
ついて
藤井　宏典、廣瀬　智恵美、飯原　大稔、石原　正志、大畑　紘一、関谷　久美子、北洞　美佳、鈴木　昭夫
岐阜大学医学部附属病院薬剤部

11月2日（土）	 第9会場（福岡国際会議場	4F	409＋410）
一般演題（口頭）13	 9:00 ～ 10:00

がん薬物療法（制吐支持療法）1
座長：有馬　純子（鹿児島大学病院薬剤部）

2-9-O13-1	 胚細胞腫瘍に対するBEP療法における補液減量、アプレピタント day3-7 投与による腎機能、嘔気嘔吐への
影響に関する調査
渡邊　裕之 1、木村　錦子 1、村田　政軌 1、田村　曉識 1、神野　正敏 2

1 奈良県立医科大学附属病院薬剤部、2 奈良県立医科大学附属病院腫瘍センター

2-9-O13-2	 Steroid	Sparing を考える -LEC制吐療法適正使用のStrategy-
井上　靖隆 1、寺谷　俊昭 1、辻本　高志 1、加納　宏樹 1、上田　晃 1、川本　由加里 1、村井　太一 2、曽根　孝之 2、 
中村　路夫 2、後藤　仁和 1

1 市立札幌病院薬剤部、2 市立札幌病院消化器内科

2-9-O13-3	 カルボプラチンを含む化学療法施行時の突出性悪心・嘔吐に対するオランザピン 5	mg の効果を検討する第 II
相臨床試験
吉田　弘樹 1、前田　章光 2、井上　裕貴 3、江尻　将之 4、山口　智江 5、櫛原　秀之 6、山本　泰大 7、安藤　洋介 8、 
佐藤　由美子 9、田代　雄祐 10、尾瀬　功 11、清水　淳市 12

1 名古屋第二赤十字病院薬剤部、2 愛知県がんセンター薬剤部、3 名古屋医療センター薬剤部、4 愛知医科大学病院薬剤部、 
5 中部労災病院薬剤部、6 名古屋第一赤十字病院薬剤部、7 小牧市民病院薬局、8 藤田医科大学病院薬剤部、 
9 名古屋市立西部医療センター薬剤科、10 名古屋市立大学病院薬剤部、11 愛知県がんセンター研究所がん予防研究分野、 
12 愛知県がんセンター呼吸器内科部
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2-9-O13-4	 膵癌患者におけるGEM+nab-PTX 療法誘発悪心の要因解析に関する研究
左高　史織 1、大畑　紘一 1、加藤　寛子 1、藤井　宏典 1、飯原　大稔 1、上村　真也 2、岩下　拓司 2、清水　雅仁 2、 
鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜大学医学部附属病院消化器内科

 
一般演題（口頭）14	 10:00 ～ 11:00

がん薬物療法（制吐支持療法・他の副作用対策）2
座長：兒玉　幸修（長崎大学病院薬剤部）

2-9-O14-1	 メルファランを含む造血幹細胞移植前処置治療に対するオランザピン 5mgの有用性の検討
原田　知彦 1、大野　瑞穂 1、齋藤　圭佑 1、新本　小百合 1、安藤　太基 2、鈴木　泰生 2、立花　崇孝 2、田中　正嗣 2、 
金森　平和 2、林　稔展 3、岸本　有佳 1

1 神奈川県立がんセンター薬剤科、2 神奈川県立がんセンター血液内科、3 福岡大学薬学部臨床薬学教室

2-9-O14-2	 DTX+RAMによる肺癌治療時のG-CSF 投与に関する医療経済学的検討
鈴木　寛人、築田　晃直、山形　真一
国立病院機構沖縄病院薬剤科

2-9-O14-3	 ゲフィチニブ単剤療法における肝機能障害発現とBMI の関連性に関する後方視的調査
古野　龍也 1、木村　早希子 1、荒金　尚子 1,2、田崎　正信 1、成澤　寛 1,3

1 佐賀大学医学部附属病院薬剤部、2 同血液・呼吸器腫瘍内科、3 同皮膚科学講座

2-9-O14-4	 小児がん患者におけるホスアプレピタントの使用状況調査
甲斐　維子、加戸　奈穂美
神奈川県立こども医療センター薬剤科

 
一般演題（口頭）15*（優秀演題候補セッション）	 13:25 ～ 14:25

腎疾患・高齢者ケア・感染制御
座長：田中　亮裕（愛媛大学医学部附属病院薬剤部）

2-9-O15*-1	 アミノグリコシド系薬使用患者に対する抗菌薬 TDMガイドラインに基づいた薬剤師介入の効果
篠田　康孝 1,2、大橋　健吾 1、松岡　知子 1、新井　かおり 1、加藤　未紗 1、杉山　正 2、吉村　知哲 1,2

1 大垣市民病院薬剤部、2 岐阜薬科大学実践社会薬学研究室

2-9-O15*-2	 PDE5 阻害薬による腎保護作用の検討―慢性腎臓病モデルとネフローゼモデルから見えた知見―
冨田　なつみ 1、堀田　祐志 1、内木　綾 2、吉川　麻優 1、片岡　智哉 3、高橋　智 2、木村　和哲 3

1 名古屋市立大学大学院薬学研究科病院薬剤学、2 名古屋市立大学大学院医学研究科実験病態病理学、 
3 名古屋市立大学大学院医学研究科臨床薬剤学

2-9-O15*-3	 人工心肺使用後の急性腎障害と生体内微量金属の関連性の検討
松田　夏鈴 1、堀田　祐志 2、冨田　なつみ 2、片岡　智哉 3、伊藤　秀和 4、山本　優子 5、祖父江　和哉 4、木村　和哲 1,2,3

1 名古屋市立大学薬学部病院薬剤学、2 名古屋市立大学大学院薬学研究科病院薬剤学、 
3 名古屋市立大学大学院医学研究科臨床薬剤学、4 名古屋市立大学大学院医学研究科麻酔科学・集中治療医学、 
5 愛知県衛生研究所衛生化学部生活科学

2-9-O15*-4	 高齢者の薬の適正使用に関する調査研究　～睡眠薬による有害事象シグナル検出からの考察～
泉澤　恵 1、菊地　智貴 1、上野　晃汰 1、金谷　潔史 2、羽生　春夫 2、亀井　美和子 1

1 日本大学薬学部、2 東京医科大学

 
一般演題（口頭）16*（優秀演題候補セッション）	 14:25 ～ 15:25

薬物動態
座長：菅原　満（北海道大学大学院薬学研究院）

2-9-O16*-1	 リアルワールドデータを用いた関節リウマチ治療におけるインフリキシマブ血中濃度測定の有用性評価
中江　一統 1,2、米澤　淳 1,2、傳田　将也 1,2、増井　翔 1,2、橋本　求 3、田中　真生 3、伊藤　宣 3、岩本　典子 4、 
嶋田　崇史 4、中川　俊作 1、池見　泰明 1、早狩　誠 1、松原　和夫 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学大学院薬学研究科、3 京都大学医学部附属病院リウマチセンター、 
4 株式会社島津製作所基盤技術研究所

2-9-O16*-2	 A.	baumannii 感染症に対する sulbactam最適投与法の構築～ time-kill 特性の semi-mechanistic	PK/PD解析～
横山　雄太 1、猪川　和朗 2、松元　一明 3、中村　智徳 1、森川　則文 2

1 慶應義塾大学薬学部医療薬学部門、2 広島大学大学院臨床薬物治療学、3 慶應義塾大学薬学部薬効解析学講座

2-9-O16*-3	 心不全患者におけるトルバプタンの血中動態と内因性CYP3A 活性マーカーに及ぼすCYP3A5 および
ABCB1 遺伝子変異の影響
星川　昂平 1、内藤　隆文 1、阿久津　駿太 1、早乙女　雅夫 2、前川　裕一郎 2、川上　純一 1

1 浜松医科大学医学部附属病院薬剤部、2 浜松医科大学医学部内科学第三講座

2-9-O16*-4	 非小細胞肺癌患者におけるアファチニブの体内動態や副作用に影響する遺伝的因子の解析
福田　純久 1、林　秀樹 1,2,3、飯原　大稔 2,3、廣瀬　智恵美 3、上森　将吾 2、北洞　美佳 3、佐藤　幸奈 3、大澤　友裕 4、 
垣内　大蔵 5、柳瀬　恒明 5、遠渡　純輝 5、澤　祥幸 6、大野　康 5、鈴木　昭夫 2,3、杉山　正 1,2

1 岐阜薬科大学地域医療薬学講座、2 岐阜薬科大学実践社会薬学研究室、3 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、 
4 岐阜市民病院薬剤部、5 岐阜大学医学部附属病院呼吸器内科、6 岐阜市民病院呼吸器・腫瘍内科
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 一般演題（口頭）17*（優秀演題候補セッション）	 15:35 ～ 16:35

病棟・外来薬剤師業務 1
座長：三輪　涼子（久留米大学病院薬剤部）

2-9-O17*-1	 鎮痛・鎮静領域での ICU専任薬剤師の介入による経済的な効果
安部　敏生 1、才穂　亮介 2、高井　信幸 3、鹿島　秀明 4、田中　太郎 5、丸川　征四郎 3

1 医療法人医誠会医誠会病院救急医療センター薬剤部、 
2 医療法人医誠会医誠会病院救急医療センターリハビリテーション部、 
3 医療法人医誠会医誠会病院救急医療センター ICU・救急診療科、4 医療法人医誠会医誠会病院救急医療センター看護部、 
5 医療法人医誠会医誠会病院救急医療センター臨床工学部

2-9-O17*-2	 持参薬鑑別データを用いた腎機能注意薬品チェックの取り組み
延藤　勇、豊濱　隆
一般財団法人住友病院

2-9-O17*-3	 吸入剤使用時の問題点抽出と吸入器誤操作時の肺内薬物送達に関する定量的評価
末永　佳奈 1、石戸　恵理 1、平　大樹 1,2、小出　博義 2、上島　智 1、奥田　知将 3、山口　将史 4、岡本　浩一 3、 
岡野　友信 1、中野　恭幸 4、寺田　智祐 2、角本　幹夫 1

1 立命館大学薬学部、2 滋賀医科大学附属病院薬剤部、3 名城大学薬学部、4 滋賀医科大学内科学講座呼吸器内科

2-9-O17*-4	 「術前中止薬管理Webアプリ」の開発と有効性・安全性の検証
木村　早希子 1,2、江本　晶子 2、嘉村　知子 2、祖川　倫太郎 2、田崎　正信 2、吉村　麻里子 1、有水　弘太 3、川口　淳 3、
水田　貴久美 1,4、田篭　康洋 1,4、夏秋　政浩 5、梶原　正貴 5、鶴岡　ななえ 6、薬師寺　祐介 7、檀上　敦 8、谷川　義則 9、
高松　千洋 1,9、平川　奈緒美 10、蒲原　啓司 11、野口　満 12、能城　浩和 13、坂口　嘉郎 10、末岡　榮三朗 14、成澤　寛 15、
木村　晋也 1,16

1 佐賀大学医学部附属病院医療安全管理室、2 同薬剤部、3 同臨床研究センター、4 同看護部、5 同循環器内科、6 同消化器内科、
7 同神経内科、8 同歯科口腔外科、9 同手術部、10 同麻酔科蘇生科、11 同心臓血管外科、12 同泌尿器科、13 同一般・消化器外科、 
14 同輸血部、15 同皮膚科、16 同血液・腫瘍内科

 
一般演題（口頭）18*（優秀演題候補セッション）	 16:35 ～ 17:35

病棟・外来薬剤師業務 2
座長：松尾　裕彰（広島大学病院薬剤部）

2-9-O18*-1	 間質性肺炎薬剤師外来による多職種協働の成果：服薬継続期間の延長
薩摩　由香里 1、楠田　かおり 1、池末　裕明 1、前田　真美 1、室井　延之 1、古郷　摩利子 2、立川　良 2、富井　啓介 2、
橋田　亨 1

1 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、2 神戸市立医療センター中央市民病院呼吸器内科

2-9-O18*-2	 肺機能検査値を用いた外来吸入指導の効果検討
安達　圭織 1、相良　克海 4、定村　洋士 1、廣澤　達哉 2、小田　慎 4、松永　康二郎 3

1 東戸塚記念病院薬剤部、2 春日部中央総合病院薬剤部、3 春日部中央総合病院呼吸器科、4 板橋中央総合病院薬剤部

2-9-O18*-3	 ベンゾジアゼピン系睡眠薬が長期間投与されている不眠症患者において、減量 /変更が睡眠および不安に及
ぼす影響
圓東　寛基 1、重面　雄紀 1、今井　哲司 1、中川　貴之 1、鶴身　孝介 2、杉田　尚子 2、磯部　昌憲 2、村井　俊哉 2、 
松原　和夫 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学医学部附属病院精神科神経科

2-9-O18*-4	 日本人 2型糖尿病患者におけるシタグリプチン投与による低血糖と併用薬剤の関連：多施設コホート研究
SPIRITS-J のサブ解析結果より
齋藤　智之 1,2、大村　寛敏 1、野尻　宗子 3、代田　浩之 1

1 順天堂大学大学院医学研究科循環器内科学、2 順天堂大学医学部附属順天堂医院薬剤部、 
3 順天堂大学革新的医療技術開発研究センター

11月2日（土）	 第10会場（福岡国際会議場	4F	411＋412）
一般演題（口頭）19	 9:00 ～ 10:00

有害事象・副作用 1
座長：西　順也（佐賀大学医学部附属病院薬剤部）

2-10-O19-1	 1 次及び 2次治療以降オシメルチニブ使用患者における ,	有害事象プロファイルの比較
大柿　滋、牛島　智子
国家公務員共済組合連合会熊本中央病院薬剤科

2-10-O19-2	 医療ビッグデータを用いたリチウム誘発腎障害に対する新規予防薬の探索
坂東　寛 1、合田　光寛 1、神田　将哉 1、武智　研志 3、中馬　真幸 3、座間味　義人 1,2、桐野　靖 1、中村　敏己 1、 
寺岡　和彦 1、石澤　啓介 1,2

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学、3 徳島大学病院臨床試験管理センター

2-10-O19-3	 Anticholinergic	Risk	Scale を用いた誤嚥性肺炎発症リスクの評価
小瀬　英司 1、平井　利幸 2、関　利一 2、安野　伸浩 1,3

1 帝京大学医学部附属病院薬剤部、2 ひたちなか総合病院薬務局、3 帝京大学薬学部
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2-10-O19-4	 ステロイドパルス施行中患者におけるせん妄発症に関する調査
高橋　葵 1、吉川　明良 1、波多江　崇 2、宮森　伸一 1、開　浩一 1

1 独立行政法人広島市立病院機構広島市立広島市民病院薬剤部、2 中国学園大学現代生活学部人間栄養学科

 
一般演題（口頭）20	 10:00 ～ 11:00

有害事象・副作用 2
座長：永田　将司（東京医科歯科大学医学部附属病院薬剤部）

2-10-O20-1	 ダビガトランの出血リスクにおよぼすP- 糖蛋白阻害薬の併用および腎機能の影響
横田　裕之 1、川上　智恵子 1、土岐　浩介 1,2、家田　真樹 2、青沼　和隆 2、本間　真人 1,2

1 筑波大学附属病院薬剤部、2 筑波大学医学医療系

2-10-O20-2	 ヒト肝細胞キメラマウスを用いた遺伝子解析による糖代謝異常発現薬物予測の検討
北原　隆志 1、榎本　初音 2、立木　秀尚 2

1 山口大学医学部附属病院薬剤部、2 東和薬品株式会社事業開発部

2-10-O20-3	 ロスバスタチンとベザフィブラート併用による副作用症例の解析
井坂　江吏香 1、神鳥　周也 2、細野　智美 1、土岐　浩介 1,2、西山　博之 2、本間　真人 1,2

1 筑波大学附属病院薬剤部、2 筑波大学医学医療系

2-10-O20-4	 スボレキサントやラメルテオンの使用と転倒イベントの関連性
石郷　友之、近藤　蕗、高田　遼、立石　莉穂、伊部　裕太、藤居　賢、北川　学、木明　智子、中田　浩雅、宮本　篤
札幌医科大学付属病院薬剤部

 
一般演題（口頭）21*（優秀演題候補セッション）	 13:25 ～ 14:25

調剤・処方鑑査・薬薬連携
座長：髙橋　弘充（東京医科歯科大学医学部附属病院薬剤部）

2-10-O21*-1	 アイトラッキング手法を用いた薬剤師の視線動向に基づく調剤エラーの発生メカニズムの解明
辻　敏和 1、永田　健一郎 1、佐々木　恵一 2、末次　王卓 1、渡邊　裕之 1、金谷　朗子 1、増田　智先 1

1 九州大学病院薬剤部、2 九州大学病院別府病院薬剤室

2-10-O21*-2	 薬薬連携における薬剤管理サマリーの有用性に関する調査
高井　靖、前田　雄太郎、木本　珠美、松岡　佳子、伊藤　涼子、梶間　勇樹
三重ハートセンター薬局

2-10-O21*-3	 地区薬剤師会を通じた保険薬局との双方向性の病薬連携
壁谷　めぐみ 1、日比　聡 1、長岡　雅敏 1、岡本　千晴 1、湯浅　周 1、粥川　哲 2、伊奈　研次 2

1 名古屋記念病院薬剤部、2 血液・化学療法内科

2-10-O21*-4	 残薬解消 PBPMにより得られた残薬調整報告データから見えたアドヒアランスによる検査値への影響
寺門　祐介、平井　利幸、関　利一
株式会社日立製作所ひたちなか総合病院

 
一般演題（口頭）22*（優秀演題候補セッション）	 14:25 ～ 15:25

薬剤疫学・使用状況調査
座長：鈴木　昭夫（岐阜大学医学部附属病院薬剤部）

2-10-O22*-1	 保育園児の母親の与薬アドヒアランスと保育園における与薬の実態と薬剤師の関わり　	
－適正な薬物治療のための与薬環境の検討－
柳　奈津代 1、佐藤　宏樹 1,2、澤田　康文 1

1 東京大学大学院薬学系研究科、2 東京大学大学院情報学環

2-10-O22*-2	 宝塚市域における多剤併用関連因子の調査
吉岡　睦展 1、杉生　雅和 1、細見　光一 2、門田　憲亮 3、佐藤　聖子 3、中出　勝也 3、若松　雄太 1、高子　優子 1、 
横山　聡 2、高田　充隆 2

1 宝塚市立病院薬剤部、2 近畿大学薬学部医療薬学科、3 宝塚市役所健康福祉部

2-10-O22*-3	 切除不能の局所進行非小細胞性肺癌に対する維持治療としてのデュルバルマブの費用効果分析
日高　諒、古林　健吾、前田　知美、森脇　健介
神戸薬科大学薬学部薬学科医療統計学研究室

2-10-O22*-4	 JADERを用いた VEGF阻害薬による蛋白尿およびネフローゼ症候群の発現傾向解析
森川　記道 1、内海　敦志 1、横山　匠太 1、大山　展弘 1、西倉　教子 1、原田　靖子 1、西原　昌幸 2

1 マツダ株式会社マツダ病院薬剤部、2 医療法人社団輔仁会太田川病院薬剤部
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 一般演題（口頭）23*（優秀演題候補セッション）	 15:35 ～ 16:35

がん薬物療法（緩和ケア・その他）
座長：門脇　裕子（大阪大学医学部附属病院薬剤部）

2-10-O23*-1	 ナルデメジン投与患者における下痢発現の危険因子に関する後方視的調査
岡本　明大 1、水谷　栄梨 1,2、池村　健治 1、岩本　卓也 1

1 三重大学医学部附属病院薬剤部、2 三重大学医学部附属病院医療安全管理部

2-10-O23*-2	 抗体溶液添加量による	ZEVALIN（R）	Yttrium	（90Y）	の抗体標識率への影響
鈴木　秀隆 1、加納　大輔 1、望月　伸夫 1、大橋　周平 2、中神　佳宏 3

1 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院薬剤部、2 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院放射線技術部、 
3 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院放射線診断科

2-10-O23*-3	 レゴラフェニブの実投与量と治療効果の後方視的検討
羽鳥　正浩 1、川上　和宜 1、若槻　尊 2、青山　剛 1、中野　泰寛 1、小林　一男 1、鈴木　賢一 1、山口　研成 2、濱　敏弘 1

1 公益財団法人がん研究会有明病院薬剤部、2 公益財団法人がん研究会有明病院消化器センター消化器化学療法科

2-10-O23*-4	 GC療法における腎機能低下患者に対するシスプラチン減量方法とRDI の検討
河野　光 1、龍島　靖明 1、内田　康光 2、金井　邦光 2、門間　哲雄 2、高橋　邦雄 1

1 国立病院機構埼玉病院薬剤部、2 国立病院機構埼玉病院泌尿器科

 
一般演題（口頭）24*（優秀演題候補セッション）	 16:35 ～ 17:35

がん薬物療法（制吐支持療法・他の副作用対策）3
座長：篠原　義剛（産業医科大学病院薬剤部）

2-10-O24*-1	 シスプラチン投与時の悪心・嘔吐予防に対するオランザピン 5mgの有用性を検証するランダム化第 III 相比
較試験：J-FORCE	study
矢内　貴子 1、石川　寛 2、中尾　將彦 3、武井　大輔 4、阪田　安彦 5、藤田　行代志 6、西村　知恭 7、國米　由希 8、 
古川　美緒 9、見野　靖晃 10、坂田　幸雄 11、飯原　大稔 12、橋本　浩伸 1

1 国立がん研究センター中央病院薬剤部、2 静岡がんセンター、3 大阪市立総合医療センター、4 埼玉県立がんセンター、 
5 広島市民病院、6 群馬県立がんセンター、7 和歌山県立医科大学附属病院、8 尼崎総合医療センター、 
9 神戸低侵襲がん医療センター、10 浜松医科大学附属病院、11 市立函館病院、12 岐阜大学医学部附属病院

2-10-O24*-2	 医薬品副作用データベースを用いたボルテゾミブ投与による有害事象発現時期の検討
坂部　彩、頭金　正博
名古屋市立大学大学院薬学研究科医薬品安全性評価学分野

2-10-O24*-3	 高用量イリノテカンが投与された患者における重篤な好中球減少と血清ビリルビンに関する検討
大畑　紘一 1、藤井　宏典 1、左高　史織 1、山田　友奈美 1、加藤　寛子 1、上村　真也 2、岩下　拓司 2、清水　雅仁 2、 
鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜大学医学部附属病院第一内科

2-10-O24*-4	 抗がん剤治療がラットの性腺機能へ及ぼす影響‐男性性機能低下を及ぼす薬剤投与後の男性ホルモン濃度の
検討‐
片岡　智哉 1、真川　明将 2、鈴木　純 3、中島　晃 3、堀田　祐志 3、前田　康博 4、木村　和哲 1,2,3

1 名古屋市立大学大学院医学研究科臨床薬剤学、2 名古屋市立大学病院薬剤部、 
3 名古屋市立大学大学院薬学研究科病院薬剤学、4 藤田医科大学研究支援推進センター

11月2日（土）	 第11会場（福岡国際会議場	4F	413＋414）
一般演題（口頭）25	 9:00 ～ 10:00

感染制御（治療薬）1
座長：酒井　義朗（久留米大学病院薬剤部）

2-11-O25-1	 COPD増悪時における抗緑膿菌活性のある抗菌薬の使用に関する検討
太田　愛子 1、梅村　拓巳 1、武藤　義和 2、宮島　紀彦 1、中村　直人 1、山田　哲也 1

1 公立陶生病院医療技術局薬剤部、2 公立陶生病院感染症内科

2-11-O25-2	 長岡赤十字病院におけるAST活動初年度の報告
小林　謙一 1,3、丸山　智幸 1,3、西堀　武明 2,3

1 長岡赤十字病院薬剤部、2 長岡赤十字病院感染症科、3 長岡赤十字病院 AST

2-11-O25-3	 専従薬剤師主導による抗菌薬適正使用支援の実践と効果
本田　勝亮 1,6、石塚　友一 1,6、柏原　道志 1,6、長岡　翔 1,6、釋　悦子 2,6、石原　冬馬 2,6、真壁　利枝 3,6、宮木　祐一郎 4,6、
武地　大維 5,6、齊藤　一仁 5,6、渡邊　卓哉 5,6、矢部　勝茂 1

1 総合病院聖隷浜松病院薬剤部、2 総合病院聖隷浜松病院臨床検査部、3 総合病院聖隷浜松病院看護部、 
4 総合病院聖隷浜松病院外科、5 総合病院聖隷浜松病院総合診療科、 
6 総合病院聖隷浜松病院 Antimicrobial Stewardship Team

2-11-O25-4	 MRCNS菌血症治療におけるバンコマイシンの至適血中濃度の検討
竹内　祐介、宮本　朋佳、小泉　祐一
社会医療法人生長会府中病院薬剤部
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 一般演題（口頭）26	 10:00 ～ 11:00

感染制御（治療薬）2
座長：平原　康寿（宮崎大学医学部附属病院薬剤部）

2-11-O26-1	 抗真菌薬に関する適正使用支援チームにおける薬剤師の役割
木全　柾典 1、中川　俊作 1、片田　佳希 1、杉本　充弘 1、吉田　優子 1、糸原　光太郎 1、深津　祥央 1、佐藤　夕紀 1、 
今井　哲司 1、米澤　淳 1,2、中川　貴之 1、松村　康史 3、長尾　美紀 3、松原　和夫 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学薬学研究科臨床薬学教育、3 京都大学医学部附属病院感染制御部

2-11-O26-2	 コリスチンメタンスルホン酸ナトリウム投与後の腎障害発生要因と腎障害予測式の日本人における適合性の
検討
田沼　道也、田中　昌代、中山　裕一、加藤　敏明
NTT 東日本関東病院薬剤部

2-11-O26-3	 薬剤師主導によるAntimicrobial	Stewardship	Program の導入～血液培養陽性患者への積極的な介入～
佐々木　康弘 1,8、天野　美里 1,8、山口　明子 2,8、金丸　亜佑美 3,8、鈴木　みき 4,8、知念　直史 5,8、高安　博史 6,8、矢野　雅隆 7,8

1 公益財団法人東京都保健医療公社多摩南部地域病院薬剤科、2 検査科、3 看護部、4 庶務課、5 内科、6 小児科、7 泌尿器科、
8AST

2-11-O26-4	 薬剤師による介入が有用であった眼角膜潰瘍の一例
柴田　祐一 1,2、萩原　真生 2、塩田　有史 1,2、斎藤　寛子 1、大西　正文 1、浅井　信博 2,3、小泉　祐介 2,3、山岸　由佳 2,3、
三鴨　廣繁 2,3

1 愛知医科大学病院薬剤部、2 愛知医科大学病院感染制御部、3 愛知医科大学病院感染症科

 
一般演題（口頭）27	 13:25 ～ 14:25

感染制御（治療薬）3
座長：冨田　隆志（広島大学病院薬剤部）

2-11-O27-1	 尿路感染症へのキノロン系抗菌薬処方低減に向けた取り組み
野田　学
JCHO 若狭高浜病院

2-11-O27-2	 血液腫瘍患者の発熱性好中球減少症治療におけるバンコマイシンとピペラシリン /タゾバクタム併用による
急性腎障害
漣　航平 1,2、土手　賢史 1、堀内　望 1、伊藤　菜浪 1、村木　優一 2、小林　由佳 1

1 京都桂病院、2 京都薬科大学臨床薬剤疫学分野

2-11-O27-3	 AMR対策に向けた外来処方における経口抗菌薬の使用状況調査
藤居　賢、藤井　怜史、清治　翔伍、國本　雄介、野々山　雅俊、北川　学、木明　智子、中田　浩雅、宮本　篤
札幌医科大学附属病院薬剤部

2-11-O27-4	 当院における抗菌薬適正使用策と耐性菌減少効果
野口　周作 1,2、吉田　奈央 1、先崎　貴洋 1、望月　徹 2、笠原　英城 1

1 日本医科大学武蔵小杉病院薬剤部、2 日本医科大学武蔵小杉病院感染制御部

 
一般演題（口頭）28	 14:25 ～ 15:25

感染制御（治療薬）4
座長：谷口　潤（独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター薬剤部）

2-11-O28-1	 術後感染予防に対するセファゾリン代替薬の有用性の検討
宇都　健太、小牧　誉典、中野　公
天陽会中央病院薬剤部

2-11-O28-2	 血液培養陽性患者の感染症治療支援
吉田　奈央 1、野口　周作 1,2、先崎　貴洋 1、望月　徹 2、笠原　英城 1

1 日本医科大学武蔵小杉病院薬剤部、2 日本医科大学武蔵小杉病院感染制御部

2-11-O28-3	 経口第 3世代セフェム系抗菌薬の非採用化は必要なのか？～削減失敗後の使用状況～
長谷川　浩司、宮崎　祐介、岩本　里味、岩城　晃一、石坂　忠博
加古川中央市民病院薬剤部

2-11-O28-4	 抗菌薬適正使用支援チーム（AST）活動におけるカルバペネム薬の一日あたりの使用患者数の目標設定と評価
小野　祐志 1,2

1 市立豊中病院薬剤部、2 市立豊中病院感染対策室

 
一般演題（口頭）29	 15:35 ～ 16:35

感染制御（治療薬・その他）5
座長：中川　博雄（長崎大学病院薬剤部）

2-11-O29-1	 大阪南医療センターにおけるMRSA感染症の初期治療薬に関する調査
吉田　三矢 1、南　翔大 1、田川　知津子 1、三浦　菜々子 1、鴨田　夏実 1、辰巳　晃造 1、畝　佳子 1、政道　修二 1、 
志馬　伸朗 2

1 国立病院機構大阪南医療センター、2 広島大学大学院救急集中治療医学
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2-11-O29-2	 セファゾリンの供給停止に伴う院内における抗菌薬使用動向の変動
池谷　修、高野　八百子、長谷川　直樹
慶應義塾大学病院感染制御部

2-11-O29-3	 直接観察法を用いた薬学部実務実習生による病棟薬剤師の手指衛生遵守状況調査
多賀　允俊、高橋　喜統、政氏　藤玄
金沢医科大学病院薬剤部

2-11-O29-4	 S.aureus 菌血症患者への血液培養採取支援プロトコールの作成並びに運用の評価
片岡　優、瀬戸　崇光、小田　怜、松村　友和
淀川キリスト教病院

 
一般演題（口頭）30*（優秀演題候補セッション）	 16:35 ～ 17:35

有害事象・副作用 3
座長：渡辺　善照（東北医科薬科大学病院薬剤部）

2-11-O30*-1	 プロトンポンプ阻害剤はヘプシジンを介して鉄代謝異常に関与する
濱野　裕章 1、池田　康将 2、堀ノ内　裕也 2、合田　光寛 1、座間味　義人 1,3、桐野　靖 1、中村　敏己 1、寺岡　和彦 1、 
石澤　啓介 1,3

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部医科学部門薬理学分野、 
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部医科学部門臨床薬理学分野

2-11-O30*-2	 エベロリムス服用腎移植患者における脂質異常症発現時期とリスク因子に関する検討
佐藤　汐莉 1、赤嶺　由美子 1、加賀谷　英彰 1、佐藤　滋 2、三浦　昌朋 1

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学医学部附属病院腎疾患先端医療センター

2-11-O30*-3	 甲状腺癌におけるレンバチニブによる瘻孔形成および腫瘍関連出血の関連因子の解析
スタッブ　由紀子 1、西山　明宏 2、菅　幸生 3、藤田　未来也 3、松下　良 3、矢野　聖二 2

1 金沢大学大学院医薬保健学総合研究科、2 金沢大学がん進展制御研究所腫瘍内科、3 金沢大学医薬保健研究域薬学系

2-11-O30*-4	 小児のポリファーマシーが薬物有害事象発現に及ぼす影響
杉岡　まゆ子 1、舘　知也 1,2、古山　愛紗 1、村山　あずさ 1、青山　智 2、大澤　友裕 2、勝野　隼人 1、松山　卓也 1、 
野口　義紘 1、安田　昌宏 2、水井　貴詞 2、後藤　千寿 2、寺町　ひとみ 1

1 岐阜薬科大学病院薬学研究室、2 岐阜市民病院薬剤部
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11月3日（日）	 第7会場（福岡国際会議場	4F	401＋402＋403）
一般演題（口頭）31	 9:00 ～ 10:00

医薬品管理
座長：井上　和子（鳥取大学医学部附属病院薬剤部）

3-7-O31-1	 小規模病院における採用医薬品適正化の取り組み
堀内　賢一
JA 長野厚生連佐久総合病院小海分院薬剤部

3-7-O31-2	 抗菌薬供給制限時の最適な使用量調整方法の検討
宇夛　裕基、藺上　圭子、今井　富紀子、小路　晃平、鳥羽　英理子、中野　智尋、松永　典子、吉田　芙美、竹田　和喜
金沢市立病院薬剤室

3-7-O31-3	 院内製剤「柿のへた煎液」の凍結保存による安定性評価
中村　仁美、加納　大輔、馬見新　佳那子、鈴木　秀隆、望月　伸夫
国立研究開発法人国立がん研究センター東病院

3-7-O31-4	 名古屋大学病院における院内製剤業務改善を目指した取り組み
宮崎　雅之、熊倉　康郎、藤野　泰孝、矢野　亨治、山田　清文
名古屋大学医学部附属病院薬剤部

 
一般演題（口頭）32	 10:00 ～ 11:00

医薬品管理・使用状況調査
座長：近藤　正巳（埼玉医科大学総合医療センター薬剤部）

3-7-O32-1	 Cubixx（RFID 機能付き冷蔵庫）導入による理想的な在庫管理の実現
阿登　大次郎、津崎　秀斗、濱口　健一、八代　哲也、東海　秀吉
西日本旅客鉄道株式会社大阪鉄道病院薬剤部

3-7-O32-2	 院内薬品採用における「一増一減」ルールの廃止とフォーミュラリー委員会設置の影響について
城山　めぐみ、細田　未紀、千原　里美、上田　宏
市立伊丹病院薬剤部薬剤科

3-7-O32-3	 麻薬管理システム導入による業務改善効果
大屋　和福、児玉　雄大、見尾谷　昇、遠藤　秀竜、細野　真吾、堀　浩子、山崎　崇
医療法人徳洲会大垣徳洲会病院薬剤部

3-7-O32-4	 岐阜県医療機関における周術期予防抗菌薬の現状調査－ASTの関与状況およびガイドライン遵守率－
松岡　知子 1,6、上田　秀親 2,6、平下　智之 3,6、丹羽　隆 4,6、青山　智 5,6、吉村　知哲 1,6

1 大垣市民病院薬剤部、2 高山赤十字病院薬剤部、3 岐阜県総合医療センター薬剤センター、 
4 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、5 岐阜市民病院薬剤部、6 岐阜県病院薬剤師会感染領域研修委員会

 
一般演題（口頭）33	 13:25 ～ 14:25

調剤・処方鑑査
座長：佐多　照正（鹿児島厚生連病院薬剤科）

3-7-O33-1	 疑義照会調査より算出される形式的疑義照会の経済的評価
田中　秀和 1、若林　進 2

1 有限会社あい調剤薬局南町店、2 杏林大学医学部付属病院薬剤部

3-7-O33-2	 腎機能に応じた適正処方を目指した疑義照会システムの構築
山本　高範、朝居　祐貴、鈴山　直寛、阿部　康治
国立病院機構三重中央医療センター薬剤部

3-7-O33-3	 薬局における疑義照会の発生原因および原因に寄与する要因の解析
加藤木　俊廣 1、佐藤　宏樹 1,2、柳　奈津代 1、八木下　敏彰 3、久住　茂 3、月岡　良太 3、森澤　あずさ 3、大石　美也 3、
澤田　康文 1

1 東京大学大学院薬学系研究科、2 東京大学大学院情報学環、3 株式会社アインホールディングス

3-7-O33-4	 小児病院における薬剤師による TPN無菌調製への取り組み
石井　美野里、加藤　千枝子、清水　祐一、福原　悠太、浅井　翔子、加戸　奈穂美
神奈川県立こども医療センター薬剤科

 
一般演題（口頭）34	 14:25 ～ 15:25

OTC・セルフメディケーション・地域・在宅医療
座長：原口　亨（公益社団法人福岡県薬剤師会）

3-7-O34-1	 点眼セルフメディケーションの成功例と失敗例のビデオ画像解析
池田　博昭 1,2、高本　彩音 1、岩崎　順也 1、中妻　章 1、徳村　忠一 1、飯原　なおみ 1、二宮　昌樹 1、池田　純子 2

1 徳島文理大学香川薬学部薬学科、2 株式会社サザンクロストワニー薬局
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3-7-O34-2	 セルフメディケーションへの意識調査に基づいた新規健康フェア実施方法の模索
池田　佳代 1、細井　徹 1、三浦　常代 2、吉井　美智子 1、杉山　政則 3、野村　祐仁 4、豊見　雅文 2、小澤　光一郎 1

1 広島大学大学院医系科学研究科治療薬効学、2 公益社団法人広島県薬剤師会、 
3 広島大学大学院医系科学研究科未病・予防医学共同研究講座、4 広島市域薬剤師会

3-7-O34-3	 減薬について処方医と交わした診療情報提供書から考えるポリファーマシーに対する意識と実際の処方数
北島　正大 1、奥田　昌子 3、青木　達也 2、名村　隆 4、橋本　忠幸 2

1 橋本市民病院薬剤部、2 橋本市民病院総合内科、3 橋本市民病院看護部、4 橋本市民病院診療情報課

3-7-O34-4	 かかりつけ薬剤師としての服用薬剤調整支援料への取り組みー在宅医療クリニックへの紹介事例を通じてー
江口　真理子 1,2、長崎　悦子 1、汐待　加織 2、吉田　恭子 2、橋野　勇一 2、中堀　亮一 3

1 株式会社大賀薬局野芥調剤店、2 株式会社大賀薬局総合教育チーム、3 福岡みなと在宅医療クリニック

 
一般演題（口頭）35	 15:35 ～ 16:35

薬薬連携 1
座長：鈴木　貴明（千葉大学医学部附属病院薬剤部）

3-7-O35-1	 近隣 5病院統一の問い合わせ簡素化に対する医師の意識調査
奥薗　春奈 1、谷本　祐子 1、木下　里紗 1、吉良　俊彦 1、石倉　久美子 2、森田　智子 3,6、村田　久枝 4、真常　美紀 5、 
津田　宜志 7,8、堀越　博一 7,9、中島　由利恵 10、村西　泰法 10、土生　康司 11、但馬　重俊 3,12、小林　政彦 1

1 大阪赤十字病院薬剤部、2 四天王寺病院薬局、3NTT 西日本大阪病院薬剤部、4 大阪警察病院薬剤部、5 早石病院薬局、 
6 第二大阪警察病院薬剤部、7 天王寺区薬剤師会、8 エール薬局、9 丸昌薬局、10 大阪府健康医療部薬務課、11 神戸薬科大学、
12 多可赤十字病院薬剤部

3-7-O35-2	 保険薬局と病院が連携しての吸入指導・結果連絡票の分析と評価
小松　正典 1、小松　桐子 1、中村　道代 1、浅野　涼子 1、浅山　美智子 1、山口　直子 1、前田　竜太郎 1、泊口　豊 1、 
福森　淳 1、寺脇　康文 1、樫田　祐一 2、中村　伸也 2、山下　義仁 2

1 霧島市民薬局、2 国分生協病院

3-7-O35-3	 薬剤師外来とテレフォンフォローアップを利用して病院薬剤師と保険薬局薬剤師が連携・介入した一症例
加藤　良隆 1、江島　智彦 1、松本　有咲 1、溝口　貴大 2、村上　怜 3、友金　幹視 1

1 京都第二赤十字病院薬剤部、2 日本調剤京都支店、3 京都第二赤十字病院耳鼻咽喉科

3-7-O35-4	 炎症性腸疾患患者に対する経口 5-ASA製剤のアドヒアランスに関する検討～薬局・病院間の薬薬連携を通し
て～
鈴木　景子 1、藤井　宏典 1、山内　智世 1、加藤　寛子 1、石原　正志 1、飯原　大稔 1、安田　浩二 1、伊野　陽子 2、 
玉木　啓文 2、山下　修司 2、井口　和弘 2、野田　義紘 2、寺町　ひとみ 2、鈴木　昭夫 2

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜薬科大学附属薬局

 
一般演題（口頭）36	 16:35 ～ 17:35

薬薬連携 2
座長：中島　誠（鹿児島市医師会病院薬剤部）

3-7-O36-1	 南砺市薬薬連携推進研修会を 4年間継続した成果と課題
鶴居　勝也、小川　紗知、讓原　千広、波多　晶子、中澤　美樹子、橋爪　和恵、窪田　真弓
公立南砺中央病院薬剤科

3-7-O36-2	 当院の院外処方せんにおける事前合意プロトコルに基づき調整された残薬の実態について
永山　浩司、松村　高志、安田　亜矢、大森　清孝、三浦　誠
医療法人社団洛和会洛和会音羽病院薬剤部

3-7-O36-3	 保険薬局との情報共有を目的としたトレーシングレポートの運用構築について
大谷　寧次郎、畔柳　敏弥
JA 愛知厚生連海南病院薬剤部

3-7-O36-4	 事前合意項目における問い合わせ不要プロトコルの促進に向けて
前田　貴子、堀内　あす香、池田　芽衣、田中　佳奈、大坪　達弥、野口　裕介、神田　英一郎、岡橋　孝侍、藤田　敦夫、
友金　幹視
京都第二赤十字病院薬剤部

11月3日（日）	 第8会場（福岡国際会議場	4F	404＋405＋406）
一般演題（口頭）37	 9:00 ～ 10:00

ハイケアユニット業務 1
座長：門口　直仁（高知医療センター）

3-8-O37-1	 集中治療領域の病棟薬剤業務における適正な人員配置のための業務量評価法の確立～一般病棟との比較～
只見　智恵子、浜田　幸宏、佐藤　美絵、宮崎　雅子、木村　桂子、金田　純子、藤本　裕子、木村　利美
東京女子医科大学病院薬剤部

3-8-O37-2	 集中治療室専従薬剤師による多職種に提供した医薬品情報内容の評価
宮田　祐一、藤村　一軌、須賀　明輝、岩崎　睦、上野　栞、大塚　秀人、桃井　歩、中村　雅敏
医療法人沖縄徳洲会湘南鎌倉総合病院薬剤部
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3-8-O37-3	 集中治療室退室後患者の自己管理能力に関する調査；単施設後ろ向き観察研究
吉廣　尚大 1、冨田　隆志 2、櫻谷　正明 3、無漏田　香穂 1、小野塚　和人 1、向井　一樹 1、橋本　佳浩 1

1JA 広島総合病院薬剤部、2 広島大学病院薬剤部、3JA 広島総合病院救急集中治療科

3-8-O37-4	 心肺蘇生時における抗不整脈薬の使用実態とセット運用による薬剤師の貢献
篠田　健一 1、芝田　和輝 1、新家　由莉 1、立川　一匡 1、濱田　竜治 1、庵　弘幸 2、大原　一将 2、野々村　誠 2、 
亀山　智樹 2

1 富山県済生会富山病院薬剤科、2 富山県済生会富山病院循環器内科

 
一般演題（口頭）38	 10:00 ～ 11:00

ハイケアユニット業務 2
座長：西澤　健司（東邦大学医療センター大森病院薬剤部）

3-8-O38-1	 小児集中治療室における薬物療法への薬剤師の介入効果に関する研究
津田　浩和 1、井上　暁輝子 1、由留部　圭伍 1,2、増井　裕亮 1,2、大和　由佳 1、安河内　尚登 1

1 福岡市立こども病院薬剤部、2 福岡市立こども病院 AST

3-8-O38-2	 術後嘔気・嘔吐（PONV）に影響を及ぼす薬剤の調査
菊地　義明 1,2、高橋　誠 1、藤田　果那 1、庄崎　沙耶 1、朝倉　幹己 1、田中　耕太 1、木下　愛 1、山本　翔大 1、 
山田　将悟 1、前川　英輝 1、藤林　遼 1、鈴木　直哉 1、青田　忠博 1、小林　道也 2

1 医療法人彰和会北海道消化器科病院薬剤部、2 北海道医療大学

3-8-O38-3	 薬剤師の ICU病棟常駐による疑義照会及び相談応需の現状について
伊藤　博美、野々内　裕紀、河野　恵、真継　賢一、濱口　良彦
関西電力病院薬剤部

3-8-O38-4	 抗血栓薬服用中の頭部外傷患者の急性期対応および薬剤師による頭部外傷指導状況について
中西　裕明、瀬下　貴大、西崎　恵利、荻野　仁未、岡橋　孝侍、藤田　敦夫、友金　幹視
京都第二赤十字病院薬剤部

 
一般演題（口頭）39	 13:25 ～ 14:25

職能拡大・スキルミックス
座長：田中　遼大（大分大学医学部附属病院薬剤部）

3-8-O39-1	 抗インフルエンザ薬服用患者に行った、調剤後の電話によるフォローの薬歴調査
笹原　侑祐 1、高橋　渉 2、池　貴幸 3、板垣　幸太郎 2、長沼　未加 2

1 クオール株式会社関東第一事業部、2 クオール株式会社クオールアカデミー・教育研修部、 
3 クオール株式会社クオール薬局恵比寿店

3-8-O39-2	 安定期COPD患者に対する薬剤師による吸入デバイス選択プロトコルの有効性評価
塩飽　英二 1、土手　賢史 1、金子　忍 1、岩田　敏之 2、西村　尚志 2、野崎　歩 1、小林　由佳 1

1 社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院薬剤科、 
2 社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院呼吸器センター呼吸器内科

3-8-O39-3	 当院薬剤科における JMIP（外国人患者受入れ医療機関認証制度）への取組
安田　陽子 1、益子　里美 1、浅利　貴奈 1、福山　博務 1、真柴　友紀 1、三村　雅一 2、塩地　園代 1

1 東京都保健医療公社大久保病院薬剤科、2 東京都保健医療公社大久保病院患者支援センター

3-8-O39-4	 ポリファーマシーが Functional	Independence	Measure（FIM）に及ぼす影響
村山　あずさ 1、舘　知也 1,2、大坪　愛実 1、勝野　隼人 1、上野　杏莉 1、野口　義紘 1、樋島　学 3、青山　智 2、 
安田　昌宏 2、水井　貴詞 2、後藤　千寿 2、寺町　ひとみ 1

1 岐阜薬科大学病院薬学研究室、2 岐阜市民病院薬剤部、3 東名厚木病院薬剤科

 
一般演題（口頭）40	 14:25 ～ 15:25

外来薬剤師業務 1
座長：陸丸　幹男（大分市医師会立アルメイダ病院薬剤部）

3-8-O40-1	 入院支援室業務でのPBPMの導入と多岐にわたる薬剤師の業務展開
妹尾　啓司、吉川　明良、水上　皓喜、伊藤　実里、岡崎　夏実、阪田　安彦、開　浩一
地方独立行政法人広島市立病院機構広島市立広島市民病院薬剤部

3-8-O40-2	 院内処方による薬剤師外来薬剤師の在宅自己注射指導の検討
上野　良夫 1、玉木　真紀子 2、伊原木　沙智代 1、三枝　貢 1、眞鍋　伸次 1,2、石川　真也 3、村尾　敏 4、高木　雄一郎 5、
前田　剛 6、森　由弘 6、厚井　文一 6

1KKR 高松病院薬剤科、2KKR 高松病院臨床研究部、3KKR 高松病院呼吸器外科、4KKR 高松病院糖尿病内分泌内科、 
5KKR 高松病院循環器内科、6KKR 高松病院内科

3-8-O40-3	 薬局における入院支援マニュアル作成に向けた取り組み
鈴木　由佳 1、佐野　麻璃奈 1、田中　富美 1、瀬戸　洋行 1、阿部　元昭 1、出口　佳奈美 1、山田　佳代 1、出口　華子 1、
高田　恭子 1、渡邊　裕子 1、安田　美代子 2

1 国家公務員共済組合連合会千早病院薬局、2 国家公務員共済組合連合会千早病院地域医療連携室

一
般
演
題（
口
頭
）
3
(日)



第 29回日本医療薬学会年会

80

3-8-O40-4	 入退院支援センターにおける薬剤師の業務について
岡村　礼江、藤田　祐規子、河田　麻美、前田　昌徳、笠原　庸子、林　聖二
県立広島病院

 
一般演題（口頭）41	 15:35 ～ 16:35

外来薬剤師業務 2
座長：今村　牧夫（一般財団法人倉敷成人病センター）

3-8-O41-1	 がん周術期患者における処方医薬品の投薬状況およびサプリメントの摂取状況に関する調査
渡部　大介、水頭　望、齊藤　由記、日比野　英幸、近江　一太、橋本　浩伸、関口　昌利、近野　健一、牧野　好倫、 
山口　正和
国立がん研究センター中央病院薬剤部

3-8-O41-2	 アベマシクリブ（ベージニオ錠）服用患者における薬剤師外来での薬剤師の役割
工藤　千佳 1、福嶋　浩一 2、野村　洋道 3、奥野　昌宏 2、田中　詳二 2、吉田　雄三 1

1 武庫川女子大学薬学部、2 神戸市立医療センター西市民病院薬剤部、3 神戸市保健福祉局保健所医務薬務課

3-8-O41-3	 薬剤師における外来化学療法室での専従体制の評価
小川　智孝、小椋　千絵
社会医療法人愛仁会明石医療センター

3-8-O41-4	 病院薬剤師における薬剤師外来の必要性と構築
大西　順子 1、坪井　仁美 1、澤　之珠 1、岩野　大輔 2、石松　義人 2、湯本　英一郎 2、渡辺　佑介 2、冨岡　憲明 2、 
渡辺　伸一郎 2、渡辺　哲夫 2

1 医療法人創生会渡辺胃腸科外科病院薬剤部、2 医療法人創生会渡辺胃腸科外科病院診療部

 
一般演題（口頭）42	 16:35 ～ 17:35

外来薬剤師業務 3
座長：阿部　正樹（群馬大学医学部附属病院薬剤部）

3-8-O42-1	 おくすり確認外来での周術期の薬学的管理における薬剤師の役割
吉川　里香、川島　佳恵、石本　学司、奥野　昌宏、田中　詳二
神戸市立医療センター西市民病院薬剤部

3-8-O42-2	 患者にとって適切な錠剤・カプセル剤の形状を評価する指標と閾値
佐藤　宏樹 1,2、壁矢　健司 3、堀　里子 4、三浦　康正 5、澤田　康文 1

1 東京大学大学院薬学系研究科、2 東京大学大学院情報学環、3 東京大学薬学部、4 慶應義塾大学薬学部、 
5 東邦ホールディングス株式会社

3-8-O42-3	 当院における入退院支援センターを起点としたポリファーマシー対策への取り組みと課題の検討
大森　清孝、藤田　葵、長谷川　広樹、尾浜　直子、櫻井　登代子、大津山　裕美子、三浦　誠
医療法人社団洛和会洛和会音羽病院薬剤部

3-8-O42-4	 周術期の薬学的管理介入は質評価指標を向上し術後管理における合併症発生率の減少に影響を与える
平田　一耕 1、原田　佳弘 2、大友　謙太朗 2、早坂　磨優 1、寺口　徹 1、船木　麻美 1、岩本　真拡 1、石塚　寛和 1、 
小林　収 4、舟越　亮寛 1,3

1 医療法人鉄蕉会亀田総合病院薬剤部、2 医療法人鉄蕉会亀田クリニック薬剤室、 
3 医療法人鉄蕉会医療管理本部薬剤管理部、4 医療法人鉄蕉会亀田総合病院麻酔科

11月3日（日）	 第9会場（福岡国際会議場	4F	409＋410）
一般演題（口頭）43	 9:00 ～ 10:00

感染制御（治療薬・その他）6
座長：岡村　祐嗣（弘前大学医学部附属病院薬剤部）

3-9-O43-1	 ダプトマイシン投与患者における有害反応発現と血中濃度との関連性
山下　祐二 1、山田　孝明 1、西田　留梨子 2、三宅　典子 2、下野　信行 2、戸石　七海 3、下田　遥香 3、曽田　翠 3、 
北市　清幸 3、石田　茂 1、渡邊　裕之 1、江頭　伸昭 1、増田　智先 1

1 九州大学病院薬剤部、2 九州大学病院免疫・膠原病・感染症内科、3 岐阜薬科大学薬物動態学研究室

3-9-O43-2	 済生会横浜市南部病院における抗菌薬適正使用支援チームの抗菌薬相談応需・提案内容の評価
畠山　英司 1、松本　勝城 1、村田　明子 1、山崎　彩華 1、深沢　貴志 1、川嶋　郁 2、藤田　浩之 3、加藤　一郎 1

1 恩賜財団済生会横浜市南部病院薬剤部、2 恩賜財団済生会横浜市南部病院感染管理室、 
3 恩賜財団済生会横浜市南部病院血液内科

3-9-O43-3	 小児専門病院における耳鼻咽喉科周術期クリニカルパスへの介入と抗菌薬適正使用支援
福原　悠太 1、中村　悠佳 1,2、川端　未祈 1、渡邉　真菜実 1、甲斐　維子 1、加戸　奈穂美 1、井上　真規 3

1 神奈川県立こども医療センター薬剤科、2 神奈川県立こども医療センター感染制御室、 
3 神奈川県立こども医療センター耳鼻いんこう科

3-9-O43-4	 HIV 非感染透析患者のニューモシスチス肺炎予防投与におけるST合剤の用量に関する検討
山下　花南恵 1、池末　裕明 1、室井　延之 1、吉本　明弘 2、橋田　亨 1

1 神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部、2 神戸市立医療センター腎臓内科
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 一般演題（口頭）44	 10:00 ～ 11:00

感染制御（その他）1
座長：山本　雅人（名古屋大学医学部附属病院薬剤部）

3-9-O44-1	 クリニカルパスに含まれる周術期抗菌薬の適正使用に向けたパス鑑査時介入への取り組み
馬場　安里 1、中川　博雄 1、岸川　礼子 1、今村　政信 1,2、赤松　隼人 1、福重　友理 1、藤田　あゆみ 2、田代　将人 2、 
田中　健之 2、兒玉　幸修 1、中村　忠博 1、泉川　公一 2、佐々木　均 1、室　高広 1

1 長崎大学病院薬剤部、2 長崎大学病院感染制御教育センター

3-9-O44-2	 白内障手術における術前予防抗菌薬の必要性評価
後藤　裕美子、柴田　祐一、大西　正文
愛知医科大学病院薬剤部

3-9-O44-3	 手術後経口予防抗菌薬の見直しとその評価
田中　広紀 1、粟屋　真理子 1、戸村　和希 1、鈴木　絢子 2、島本　一志 1、柳原　麻里 2、横江　琢也 3、池田　裕一 4、 
渡邊　徹 1、佐々木　忠徳 1

1 昭和大学病院薬剤学講座、2 昭和大学藤が丘病院薬剤部、3 昭和大学藤が丘病院呼吸器内科、4 昭和大学藤が丘病院小児科

3-9-O44-4	 Antifungal	stewardship の実施に伴うCandida 血症の治療への影響
藤田　将輝 1,2、澤田　真嗣 1,2、大山　翔 1、村木　優一 3、友金　幹視 1

1 京都第二赤十字病院薬剤部、2 京都第二赤十字病院感染制御部、3 京都薬科大学臨床薬剤疫学分野

 
一般演題（口頭）45	 13:25 ～ 14:25

感染制御（その他）2
座長：西岡　達也（神戸大学医学部附属病院薬剤部）

3-9-O45-1	 同室者に対するオセルタミビル予防投与における投与日数短縮の検討
杉山　昌宏 1,2、照沼　保徳 1,2、西畑　利恵子 2、宮澤　正紹 2、佐々島　朋美 2、田井　真弓 2、皆川　陽子 2、佐藤　弘子 2、
梶原　徹 1、宇都　直哉 1

1 独立行政法人機構労働者健康安全機構福島労災病院薬剤部、2 独立行政法人機構労働者健康安全機構福島労災病院 ICT

3-9-O45-2	 経口第 3世代セファロスポリン系薬の採用品目削減後の経口抗菌薬使用動向の調査
小林　正拓、鵜野　竜馬、上野　太佑、長原　しのぶ、寺谷　俊昭、大下　直宏、上田　晃、川本　由加里、後藤　仁和
市立札幌病院薬剤部

3-9-O45-3	 抗菌薬適正使用支援チーム（AST）の活動評価（薬剤師主導のASとの比較）
遠山　泰崇、堀光　愛子、福島　祐子、新宮　裕美、柴田　麻美、小野　友香理、福田　智哉、武石　優哉、野村　一馬、
村上　里穂、後藤　友里絵、井上　真
大分岡病院

3-9-O45-4	 中規模療養型病院における病院横断的なAST関連活動～血液培養検査提案を中心とした取り組み～
行本　拓史 1、田中　千恵 2、佐近　滝実子 2、赤川　聡美 2

1 山本第三病院薬剤部、2 山本第一病院薬剤部

 
一般演題（口頭）46	 14:25 ～ 15:25

TDM・投与設計 1
座長：江頭　伸昭（九州大学病院薬剤部）

3-9-O46-1	 小児患者におけるホスフェニトインの投与量に関する検討
岡本　剛 1、橋本　磨里奈 1、古谷　絵茉里 1、安川　久美 2、小林　恵美子 1

1 東京女子医科大学附属八千代医療センター薬剤部、2 東京女子医科大学附属八千代医療センター小児集中治療科

3-9-O46-2	 肺移植患者におけるシロリムスとタクロリムスのトラフ濃度 /投与量の相関解析
菊地　正史 1,2、重田　健介 1、田中　雅樹 2、高崎　新也 2、秋場　美紀 3、大石　久 4、佐渡　哲 4、松田　安史 4、 
野田　雅史 4、山口　浩明 4、岡田　克典 3,4、眞野　成康 1,2

1 東北大学薬学部、2 東北大学病院薬剤部、3 東北大学病院臓器移植医療部、4 東北大学病院呼吸器外科

3-9-O46-3	 ゾニサミドの血中薬物濃度予測モデルの構築：酵素誘導を考慮した母集団薬物動態解析による検討
金子　哲也 1、鬼木　健太郎 1、古郡　規雄 2、石津　棟暎 3,4、猿渡　淳二 1

1 熊本大学大学院生命科学研究部薬物治療学分野、2 獨協医科大学精神神経医学講座、3 くまもと江津湖療育医療センター、 
4 国立病院機構熊本再春荘病院小児科

3-9-O46-4	 肝細胞がん治療薬レンバチニブの血中濃度と副作用・臨床効果の関連性
野田　哲史 1、若杉　吉宣 1、藪田　直希 1、須藤　正朝 1、平　大樹 1,2、飯田　洋也 3、大崎　理英 4、藤本　剛英 4、 
谷　眞至 3、安藤　朗 4、森田　真也 1、寺田　智祐 1

1 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、2 立命館大学薬学部、3 滋賀医科大学医学部附属病院消化器外科、 
4 滋賀医科大学医学部附属病院消化器内科
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 一般演題（口頭）47	 15:35 ～ 16:35

TDM・投与設計 2
座長：北市　清幸（岐阜薬科大学医療薬剤学大講座薬物動態学研究室）

3-9-O47-1	 ボリコナゾール注射剤から経口剤への変更による血中濃度推移の評価
原田　紗希、丹羽　隆、星野　佑介、伊藤　朱里、藤林　彩里、鈴木　昭夫
岐阜大学医学部附属病院薬剤部

3-9-O47-2	 ボリコナゾール服用中の下痢の発現が血中濃度・吸収率低下へ及ぼす影響
中山　裕一 1、折井　孝男 1、臼杵　憲祐 2、加藤　敏明 1

1NTT 東日本関東病院薬剤部、2NTT 東日本関東病院血液内科

3-9-O47-3	 若年者と高齢者間におけるバンコマイシンの初回投与設計に関する検討
高田　容希、小川　智孝、小椋　千絵
社会医療法人愛仁会明石医療センター技術部薬剤科

3-9-O47-4	 バンコマイシン初回投与における投与設計について～解析ソフトとガイドライン推奨投与量の比較検討～
永光　華菜 1、森田　真樹子 1、迫田　英樹 1、橋本　未雷 2、谷口　潤 1、尾之江　剛樹 1

1 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター、2 独立行政法人国立病院機構九州がんセンター

 
一般演題（口頭）48	 16:35 ～ 17:35

TDM・投与設計 3
座長：室　高広（長崎大学病院薬剤部）

3-9-O48-1	 心房細動患者におけるリバーロキサバンのトラフ濃度に及ぼす影響要因の検討
飯塚　芽依 2、金城　貴彦 2、中川　潤一 1、上野　桂代 1、富田　泰史 2、新岡　丈典 1

1 弘前大学医学部附属病院薬剤部、2 弘前大学大学院医学研究科循環器腎臓内科学講座

3-9-O48-2	 ペランパネルの血中濃度に及ぼす薬物動態関連遺伝子多型の影響
大久保　翔 1、赤嶺　由美子 1、菊池　結花 2、三島　和夫 2、三浦　昌朋 1

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学医学部神経運動器学講座精神科学分野

3-9-O48-3	 固相化免疫グロブリンG精製及びトリプシン消化を用いたヒト血清中ニボルマブ濃度測定のための LC-MS/
MS法の開発とその臨床適用
阿部　一樹 1、柴田　海斗 1、内藤　隆文 1、柄山　正人 2、前川　真人 3、須田　隆文 4、山田　康秀 2、川上　純一 1

1 浜松医科大学医学部附属病院薬剤部、2 浜松医科大学医学部臨床腫瘍学講座、3 浜松医科大学医学部臨床検査医学講座、 
4 浜松医科大学医学部内科学第二講座

3-9-O48-4	 インソースCIDを利用した LC	-MS/MSによる向精神薬の同時測定法の構築に向けた基礎的検討
小林　大典 1、前川　正充 1、鈴鹿　雅人 1、岩渕　理子 1、高崎　新也 1、菊地　正史 1,2、塚本　多矩 3、早川　禎宏 3、 
小倉　次郎 1、佐藤　祐司 1、眞野　成康 1,2

1 東北大学病院薬剤部、2 東北大学大学院薬学研究科、3 株式会社島津製作所

11月3日（日）	 第10会場（福岡国際会議場	4F	411＋412）
一般演題（口頭）49	 9:00 ～ 10:00

薬物動態（基礎・臨床）1
座長：石原　慎之（島根大学医学部附属病院薬剤部）

3-10-O49-1	 セロトニン動態変動に起因したメトホルミンの消化器毒性発現機構の解明
奈良部　友花、白坂　善之、内山　弘貴、鷹野　遥、岸本　久直、井上　勝央
東京薬科大学薬学部医療薬学科

3-10-O49-2	 経口医薬品の消化管吸収動態に及ぼす飲料の影響とその定量的機構解析
鮒井　悠汰、白坂　善之、竹村　美由記、田中　裕己、川喜多　佑香、澤村　定、岸本　久直、井上　勝央
東京薬科大学薬学部

3-10-O49-3	 血清クレアチニン値に及ぼすイトラコナゾールとその代謝物濃度の影響
井元　優美 1、内藤　隆文 1、小野　孝明 2、川上　純一 1

1 浜松医科大学医学部附属病院薬剤部、2 浜松医科大学医学部附属病院内科学第三講座血液内科

3-10-O49-4	 人工知能（Support	Vector	Regression）を用いた薬物動態解析～バンコマイシン点滴静注～
山口　泰弘 1,4、中村　敦士 1、浦本　邦弘 1、高城　沙也香 2、小柳　悟 3、大戸　茂弘 4

1 独立行政法人国立病院機構小倉医療センター薬剤部、2 独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター薬剤部、 
3 九州大学大学院薬学研究院グローカルヘルスケア分野、4 九州大学大学院薬学研究院薬剤学分野

 
一般演題（口頭）50	 10:00 ～ 11:00

薬物動態（基礎・臨床）2
座長：中村　克徳（琉球大学医学部附属病院薬剤部）

3-10-O50-1	 UPLC-MS/MSを用いた遊離型パゾパニブ濃度の高感度定量法の確立
松本　麻美 1,2、白岩　健 1、鈴木　陽介 2、田中　遼大 1、佐藤　雄己 1、伊東　弘樹 1

1 大分大学医学部附属病院薬剤部、2 明治薬科大学薬物情報解析学研究室
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3-10-O50-2	 皮膚表面環境が市販フェンタニルパッチの経皮吸収性に及ぼす影響‐皮脂はフェンタニルの吸収を妨げる‐
林　友典 1、高科　結衣 2、川口　陽奈子 2、永福　紡 2、松岡　寛 1、川畑　篤史 2、長井　紀章 2

1 近畿大学奈良病院薬剤部、2 近畿大学薬学部

3-10-O50-3	 経口抗がん薬ならびに腸管免疫機能が排出系トランスポーター発現に及ぼす影響
保田　元気 1、小林　正紀 2、窪田　篤人 1、更科　壮太 1、鳴海　克哉 2、古堅　彩子 2、鈴木　裕治 3、鈴木　夏子 3、 
井関　健 2

1 北海道大学大学院生命科学院、2 北海道大学大学院薬学研究院、3 北海道科学大学薬学部

3-10-O50-4	 喘息患者におけるCYP3A 活性の変動と炎症関連分子との関係
鈴木　裕也 1、平井　啓太 1、下敷領　貴之 1、木村　朋起 1、白井　敏博 2、伊藤　邦彦 1

1 静岡県立大学薬学部臨床薬効解析学分野、2 静岡県立総合病院呼吸器内科

 
一般演題（口頭）51	 13:25 ～ 14:25

薬剤疫学・医療経済 1
座長：赤瀬　朋秀（日本経済大学大学院経営学研究科）

3-10-O51-1	 処方せんへの検査値記載による医療経済効果
國津　侑貴 1、森河内　彩 1、平　大樹 1,2、十亀　裕子 3、上西　幸治 1、星野　伸夫 1、寺田　智祐 1

1 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、2 立命館大学薬学部、3 滋賀県薬剤師会会営薬局

3-10-O51-2	 がん患者の終末期における治療方針選択に応じた入院時の費用比較
橋本　悠生 1,4、三ツ木　英子 1、川名　賢一郎 1、後藤　一美 1、林　章敏 2、利根川　崇 3、五十嵐　中 4

1 聖路加国際病院薬剤部、2 聖路加国際病院緩和ケア科、3 聖路加国際病院医事課、 
4 東京大学大学院薬学系研究科医薬政策学教室

3-10-O51-3	 プロトンポンプ阻害薬の院内フォーミュラリー策定による後発医薬品の使用促進と薬剤費の削減効果
高橋　知子、木村　丈司、冨田　猛、野崎　晃、平山　陽奈、山本　和宏、槇本　博雄、大村　友博、矢野　育子
神戸大学医学部附属病院薬剤部

3-10-O51-4	 医薬品相互作用のシグナル検出アルゴリズムの検出傾向の比較
野口　義紘、舘　知也、寺町　ひとみ
岐阜薬科大学病院薬学研究室

 
一般演題（口頭）52	 14:25 ～ 15:25

薬剤疫学・医療経済 2
座長：飯久保　尚（東邦大学医療センター大森病院薬剤部）

3-10-O52-1	 夜間救急外来における院外処方の在り方に関する医療経済学的検討
寺井　大輝 1,2,3、大石　学 2、村田　雄介 1、江川　孝 3、遠城寺　宗近 3

1 福岡大学薬学部臨床薬物治療学、2 らいふ薬局、3 福岡大学薬学部臨床薬学

3-10-O52-2	 ARB フォーミュラリー導入後 5年間の処方動向及び経済的影響
北山　知里 1、望月　智子 1、武井　寛美 1、小野寺　夕貴 1、志村　美咲 1、渥美　景子 1、岸本　さやか 1、有木　宏宗 1、
坂上　逸孝 1、上田　彩 2、田中　恒明 1

1 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部、2 日本調剤株式会社フォーミュラリー事業推進部

3-10-O52-3	 切除不能幹細胞癌に対する 1次治療としてのレンバチニブの費用対効果分析
古林　健吾、日高　諒、前田　知美、森脇　健介
神戸薬科大学薬学部医療統計学研究室

3-10-O52-4	 進行性の腎細胞がんに対する 1次治療としてのニボルマブ+イピリムマブ併用療法の費用対効果評価の試み
前田　知美、日高　諒、古林　健吾、森脇　健介
神戸薬科大学医療統計学研究室

 
一般演題（口頭）53	 15:35 ～ 16:35

糖尿病 1
座長：矢野　良一（福井大学医学部附属病院薬剤部）

3-10-O53-1	 SGLT2 阻害薬の上乗せ効果と肝機能検査値改善に影響を及ぼす因子の解析
竹澤　崇、鳥居　慶子、三村　享、本木　絵梨奈、山折　大
信州大学医学部附属病院薬剤部

3-10-O53-2	 高齢糖尿病患者の薬物療法に対する回診チームと薬剤師の取り組みと結果
ソディ　保子 1、森　あさひ 1、弓場　優佳 1、大西　暁枝 1、山本　里香 1、松山　温子 2

1 社会医療法人愛仁会尼崎だいもつ病院薬剤科、2 千舟病院診療部

3-10-O53-3	 透析例に対する持続性GLP-1 受容体作動薬の安全性【縦断的研究】
前川　志穂、谷口　靖樹、田中　勝正、前川　純一、中島　和喜、羽田　麻希、松浦　史佳
三重北医療センター菰野厚生病院薬剤部

3-10-O53-4	 妊娠糖尿病・糖尿病合併妊娠を経験した妊婦の血糖値・インスリン投与量の推移と薬剤師の関わり
三上　有希 1、澤井　麻記 1、山野　言 2、前田　万里紗 3、野崎　歩 1、長嶋　一昭 2、藤井　剛 3、小林　由佳 1

1 社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院薬剤科、2 同院糖尿病・内分泌内科、3 同院産婦人科

一
般
演
題（
口
頭
）
3
(日)



第 29回日本医療薬学会年会

84

 一般演題（口頭）54	 16:35 ～ 17:35

糖尿病 2
座長：室井　延之（神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部）

3-10-O54-1	 薬物動態から選ぶ患者毎の糖尿病薬物療法
富岡　節子 1、山崎　勝弘 2

1 医療創生大学看護学部、2 医療創生大学薬学部

3-10-O54-2	 膵癌術後の血糖治療におけるDPP-4 阻害薬の有用性に関する検討
上代　大地 1、大東　敏和 1、林　華代 1、平田　かおり 1、佐伯　康之 1、垰越　崇範 1、中川　直哉 2、上村　健一郎 2、 
村上　義昭 2、松尾　裕彰 1

1 広島大学病院薬剤部、2 広島大学大学院応用生命科学部外科学

3-10-O54-3	 ステロイド使用時の血糖上昇に対し当院で使用された糖尿病薬の検討
安部　真一、中村　江理、高橋　友佳、鈴木　英則
JCHO 仙台病院薬剤部

3-10-O54-4	 おさらい会（継続指導）への参加者と非参加者のHbA1c 値の比較と薬剤数の変化
滝澤　康志 1、曽山　恭子 1、鈴木　隆子 1、久保田　令枝 1、山谷　秀喜 2

1 飯山赤十字病院薬剤部、2 飯山赤十字病院腎臓内科

11月3日（日）	 第11会場（福岡国際会議場	4F	413＋414）
一般演題（口頭）55	 9:00 ～ 10:00

がん薬物療法（有害事象・副作用）1
座長：細井　一広（弘前大学医学部附属病院薬剤部）

3-11-O55-1	 抗がん薬涙液移行による眼障害の院内対応および涙道眼科診療連携フロー構築の評価
関根　佳代 1,2、大谷　美子 1、辻村　秀樹 2

1 千葉県がんセンター薬剤部、2 千葉県がんセンター通院化学療法科

3-11-O55-2	 アビラテロン酢酸エステル錠を服用中に低カリウム血症の遷延を認めた症例
大野　凜太郎 1、森　清人 2、菊地　隆之 3、沢　仁美 1、斎藤　和悦 1、稲見　正幸 1

1 栃木県済生会宇都宮病院薬剤部、2 栃木県済生会宇都宮病院消化器内科、3 栃木県済生会宇都宮病院腎臓内科

3-11-O55-3	 肥満・過体重はベキサロテンによる高トリグリセリド血症の重症化リスク因子である
真川　明将 1,2、早川　智章 1、須藤　遥 1,2、森　悠香梨 2、堀田　祐志 2、近藤　勝弘 1、木村　和哲 1,2,3

1 名古屋市立大学病院薬剤部、2 名古屋市立大学大学院薬学研究科病院薬剤学、 
3 名古屋市立大学大学院医学研究科臨床薬剤学

3-11-O55-4	 抗がん薬誘発末梢神経障害に対するアログリプチンの抑制効果に関する基礎研究
重松　奈央、川尻　雄大、清水　栞、峯　圭佑、小林　大介、島添　隆雄
九州大学大学院薬学研究院臨床育薬学分野

 
一般演題（口頭）56	 10:00 ～ 11:00

がん薬物療法（有害事象・副作用）2
座長：鐙屋　舞子（秋田大学医学部附属病院薬剤部）

3-11-O56-1	 肝細胞癌に対するレンバチニブ、ソラフェニブ投与後に関節リウマチが増悪した一例
野坂　陽子 1、樋口　純一 1、上野　真行 2、西村　健二 1、森谷　康志 1、亀井　健人 1、高柳　和伸 1

1 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部、 
2 公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院消化器内科

3-11-O56-2	 ペムブロリズマブ療法を施行した患者における血栓塞栓症の発現状況
磯田　祥 1,2,3、佐藤　雄己 2、龍田　涼佑 2、中原　良介 2、安達　和宏 3、縄田　好一 1、伊東　弘樹 2

1 中津市立中津市民病院薬剤科、2 大分大学医学部附属病院薬剤部、3 社会医療法人恵愛会大分中村病院薬剤部

3-11-O56-3	 横紋筋肉腫ビンクリスチン+アクチノマイシンD+シクロフォスファミド療法における末梢神経障害の発現
状況とRDI との関係
前　勇太郎 1、三木　真梨杏 1、横川　貴志 1、渡邉　大至 1、友松　純一 2、高橋　俊二 2、濱　敏弘 1

1 がん研究会有明病院薬剤部、2 がん研究会有明病院総合腫瘍科

3-11-O56-4	 ペグフィルグラスチム皮下注により薬剤性大動脈炎症候群を発症した 1例
石井　聡一郎、櫻下　弘志、真志田　絵美子、佐伯　康之、松尾　裕彰
広島大学病院薬剤部

 
一般演題（口頭）57	 13:25 ～ 14:25

がん薬物療法（他の副作用対策）2
座長：飯原　大稔（岐阜大学医学部附属病院薬剤部）

3-11-O57-1	 腎機能低下がオキサリプラチンの有効性および安全性に与える影響
渡辺　大地 1、藤井　宏典 1、山田　友奈美 1、松橋　延壽 2、高橋　孝夫 2、吉田　和弘 2、鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜大学医学部付属病院腫瘍外科
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3-11-O57-2	 シスプラチンによる低ナトリウム血症のリスク因子の検討：ケース・コントロール研究
畠山　史朗 1,2、志田　敏宏 1、山口　浩明 1,2

1 山形大学医学部附属病院薬剤部、2 山形大学大学院医学系研究科創薬科学講座

3-11-O57-3	 Pembrolizumab 単剤療法が施行された非小細胞肺癌患者における早期死亡リスク因子の検討
七尾谷　充 1、森　彩夏 1、宮坂　優人 1、稲野　寛 1、菅原　充広 1、厚田　幸一郎 1,2、西成田　詔子 3、楠原　政一郎 3、 
石原　未希子 3、日吉　康弘 3、笠島　真志 3、福井　朋也 3、井川　聡 3、横場　正典 4、三藤　久 5、久保田　勝 3、 
片桐　真人 4、猶木　克彦 3

1 北里大学病院薬剤部、2 北里大学薬学部、3 北里大学医学部呼吸器内科学、4 北里大学医療衛生学部、 
5 北里大学看護学部

3-11-O57-4	 ドセタキセルに起因する眼障害の現状と薬物療法による症状改善効果の検証
野口　裕介 1,2、川島　悠吾 2、丸山　恵未 2、瓦　比呂子 2、徳山　洋子 2、友金　幹視 1

1 日本赤十字社京都第二赤十字病院薬剤部、2 社会医療法人岡本病院（財団）京都岡本記念病院薬剤部

 
一般演題（口頭）58	 14:25 ～ 15:25

がん薬物療法（他の副作用対策）3
座長：島田　泉（新潟大学医歯学総合病院薬剤部）

3-11-O58-1	 乳がん患者に対するベバシズマブ投与において投与初期に発現する蛋白尿が治療効果予測因子となる可能性
について
田中　裕章、高橋　功一、山口　佳津騎、安宅　希美子、本田　由紀、元木　貴大、加地　雅人、小坂　信二、芳地　一
香川大学医学部附属病院薬剤部

3-11-O58-2	 シスプラチン誘発腎障害に対する各種 5-HT3 受容体拮抗薬の影響
神田　将哉 1,2、合田　光寛 1,2、村井　陽一 2、吉田　愛美 2、新村　貴博 2、石澤　有紀 3、座間味　義人 1,2、中馬　真幸 4、
濱野　裕章 1、岡田　直人 1、武智　研志 4、堀ノ内　裕也 5、池田　康将 5、桐野　靖 1、中村　敏己 1、寺岡　和彦 1、 
石澤　啓介 1,2

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学分野、3 徳島大学 AWA サポートセンター、 
4 徳島大学病院臨床試験管理センター、5 徳島大学大学院医歯薬学研究部薬理学分野

3-11-O58-3	 肝機能低下が TS-1 による副作用発現に及ぼす影響についての検討
柴田　有紀 1、安藤　洋介 2、西部　星来 2、石原　拓磨 3、平嶋　一貴 2、田中　千裕 1、池田　義明 1、林　高弘 1,2、 
河田　健司 4、山田　成樹 2

1 金城学院大学薬学部、2 藤田医科大学医学部臨床薬剤科、3 岐阜大学医学部附属病院先端医療・臨床研究推進センター、 
4 藤田医科大学医学部臨床腫瘍科

3-11-O58-4	 標準量シタラビンにおける手足症候群発現の一例
森　智世 1、伊藤　公人 2、尾畑　景子 3、新美　政樹 1、谷口　結基 1、田中　美帆 1、太田　達也 1、田中　章郎 1

1 社会医療法人宏潤会大同病院薬剤部、2 社会医療法人宏潤会大同病院血液・化学療法内科、 
3 社会医療法人宏潤会大同病院看護部

 
一般演題（口頭）59	 15:35 ～ 16:35

がん薬物療法（その他）1
座長：熊倉　康郎（名古屋大学医学部附属病院薬剤部）

3-11-O59-1	 頭頸部癌に対するドセタキセル・シスプラチン・5-FU療法におけるペグフィルグラスチムの使用調査
橘川　奈生 1、祖川　倫太郎 1、山内　盛泰 2、古野　龍也 1、木村　早希子 1、田崎　正信 1、倉富　勇一郎 2、成澤　寛 1,3

1 佐賀大学医学部附属病院薬剤部、2 耳鼻咽喉科・頭頸部外科、3 皮膚科

3-11-O59-2	 尿路上皮癌におけるペムブロリズマブの免疫関連有害事象発現と治療効果との関連
小林　一男 1,3、鈴木　賢一 2、青山　剛 1、横川　貴志 1、式部　さあ里 1、平出　誠 1、橋本　幸輝 1、飯倉　佑介 1、湯浅　健 3、
佐藤　均 4、杉山　恵理花 4、田島　正教 4、米瀬　淳二 3、濱　敏弘 1

1 公益財団法人がん研究会有明病院薬剤部、2 星薬科大学薬学部実務教育研究部門、 
3 公益財団法人がん研究会有明病院泌尿器科、4 昭和大学薬学部基礎医療薬学講座薬物動態学部門

3-11-O59-3	 腎癌ニボルマブの免疫関連有害事象と全生存期間との関連
飯倉　佑介 1、小林　一男 1,4、青山　剛 1、横川　貴志 1、式部　さあ里 1、平出　誠 1、橋本　幸輝 1、鈴木　賢一 2、 
湯浅　健 3、佐藤　均 4、杉山　恵理花 4、田島　正教 4、米瀬　淳二 3、濱　敏弘 1

1 公益財団法人がん研究会有明病院薬剤部、2 星薬科大学薬学部実務教育研究部門、 
3 公益財団法人がん研究会有明病院泌尿器科、4 昭和大学薬学部基礎医療薬学講座薬物動態学部門

3-11-O59-4	 カペシタビン併用によるワルファリンの抗凝固能への影響とその時期に関する検討
齋藤　豪 1、赤嶺　由美子 2、三浦　昌朋 2、平泉　達哉 1

1 由利組合総合病院薬剤科、2 秋田大学医学部附属病院薬剤部

 
一般演題（口頭）60	 16:35 ～ 17:35

がん薬物療法（緩和ケア）
座長：原　伸輔（大阪大学医学部附属病院薬剤部）

3-11-O60-1	 退院はできないと説明された患者が自宅退院を希望したとき―緩和ケアチームの判断と方針転換を可能にし
た要件についての一考察―
隅田　美紀 1、曽我　みゆき 2、田邊　裕 3、松本　卓也 4,5、関谷　正徳 3

1 中津川市民病院薬剤部、2 同看護部、3 同外科、4 同麻酔科、5 同病院前救急診療科
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3-11-O60-2	 オピオイド誘発性便秘症へのナルデメジン投与開始時期と薬効の検討
奥田　泰考 1,2、三瓶　裕貴 1、品田　誠 1、高倉　祐希 1、菅　留理 1、齋藤　賢宏 1、毛塚　ちひろ 1、星　ちはる 1、 
小林　直人 1、藤井　博文 2、須藤　俊明 1

1 自治医科大学附属病院薬剤部、2 自治医科大学臨床腫瘍科

3-11-O60-3	 e- ラーニングを利用したアブストラル舌下錠の適正使用推進に関する取り組み
尾崎　誠一 1、荒神　一博 2、片山　恵美子 1、三好　浩一郎 1

1 国立病院機構広島西医療センター、2 国立病院機構四国がんセンター

3-11-O60-4	 末期心不全に対する当院の取り組み
橋本　百世 1、江頭　佐都美 2、橋野　陽子 2、金井　菜穂子 3、西山　菜々子 4、古野　史子 4、菅　由美 2、山下　由紀子 5、
大前　隆仁 3、松田　良信 3、田中　育子 1、端山　明子 1、仁木　一順 6、岡本　禎晃 1

1 市立芦屋病院薬剤科、2 市立芦屋病院看護科、3 市立芦屋病院緩和ケア内科、4 市立芦屋病院リハビリテーション科、 
5 市立芦屋病院血液・腫瘍内科、6 大阪大学大学院薬学研究科

11月3日（日）	 第13会場（福岡国際会議場	5F	502＋503）
一般演題（口頭）61	 9:00 ～ 10:00

病棟薬剤業務 3
座長：猪熊　容子（京都大学医学部附属病院薬剤部）

3-13-O61-1	 オピオイド使用患者におけるせん妄に対して薬剤師が関与した一例
荒川　真萌
社会医療法人宏潤会大同病院

3-13-O61-2	 薬剤師の薬学的介入により発見されたアマンタジン中毒の一例
山本　麻里子 1、井出　直仁 1、松島　暁 2、三上　智 3、伊藤　政治 1

1 掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター薬剤部、 
2 掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター救急科、 
3 掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター呼吸器内科

3-13-O61-3	 病棟専任薬剤師の副作用報告と医薬品副作用被害救済制度へのかかわり
中川　義浩、鶴崎　泰史、花田　聖典、井上　大奨、横田　千明
独立行政法人国立病院機構熊本医療センター薬剤部

3-13-O61-4	 ワルファリン投与下の経管栄養剤の変更・中止に伴いPT-INR が著しく変動した症例
松本　徳人、山本　達郎、島田　美樹
鳥取大学医学部附属病院

 
一般演題（口頭）62	 10:00 ～ 11:00

使用状況調査・意識調査 1
座長：金田　亜季子（群馬大学医学部附属病院薬剤部）

3-13-O62-1	 リハビリ職員を対象とした薬物の認識・知識に関するアンケート調査
小松　めぐみ 1、乾　朱里 1、西内　祥子 1、木村　美保子 1、田島　千愛 1、西村　奈保 1、田所　美和 1、吉岡　りえ 1、 
市吉　真貴子 1、八木　亜紀子 1、田中　照夫 1、藤本　弘昭 2

1 社会医療法人仁生会細木病院薬剤室、2 社会医療法人仁生会細木病院リハビリテーション課

3-13-O62-2	 スマートフォン向け位置情報ゲームが利用者の臨床検査値と薬物治療に及ぼす効果
名倉　慎吾 1、佐藤　宏樹 2,3、柳　奈津代 2、堀　里子 4、澤田　康文 2

1 東京大学薬学部、2 東京大学大学院薬学系研究科、3 東京大学大学院情報学環、4 慶應義塾大学薬学部

3-13-O62-3	 臨床現場へのRMP活用を目的とした症例検討会の実施とその効果
岩崎　克也、森谷　康志、上田　夏瑞、渡邊　翔太、井元　裕夏、野坂　陽子、亀井　健人、赤木　晋介、高柳　和信
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部

3-13-O62-4	 点眼容器への満足度および患者の点眼手技の現状に関するアンケート調査
小野　優子、衛藤　大樹、佐藤　雄己、伊東　弘樹
大分大学医学部附属病院薬剤部

 
一般演題（口頭）63	 13:25 ～ 14:25

使用状況調査・意識調査 2
座長：河田　圭司（山梨大学医学部附属病院薬剤部）

3-13-O63-1	 骨粗鬆症性骨折の一次予防に関わる服用薬調査
久保　みさき 1、渡邊　瑞加 2、戸邊　隆夫 1,2、江藤　祥子 1、戸田　貴洋 1、林　高弘 1,2、山田　成樹 1

1 藤田医科大学医学部臨床薬剤科、2 金城学院大学薬学部

3-13-O63-2	 ヒドロキシクロロキンの長期投与の有効性と安全性についての検討
小武　和正、板野　理沙子、田平　明哲、山足　佳奈、川上　恭弘
岡山済生会総合病院薬剤科
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3-13-O63-3	 睡眠薬適正使用に向けたベンゾジアゼピン系睡眠薬の院内採用削減とその影響
下田　賢一郎、星野　輝彦、塩津　和則、杉山　留美子
医療法人社団寿量会熊本機能病院薬剤部

3-13-O63-4	 ARB 使用者におけるカリウム値の変化
大石　愛海 1、荒井　希文 2、佐々木　祐樹 2、福島　栄 2、福岡　憲泰 1、大場　延浩 1、菊池　憲和 2

1 日本大学薬学部、2 日本大学病院

 
一般演題（口頭）64	 14:25 ～ 15:25

使用状況調査・意識調査 3
座長：田中　守（愛媛大学医学部附属病院薬剤部）

3-13-O64-1	 寛解期潰瘍性大腸炎における 5-ASA製剤のアドヒアランスが内視鏡像にあたえる影響
宮武　賢司、上出　紗栄加、長橋　かよ子、福知　工
医誠会病院

3-13-O64-2	 帝王切開術後抗凝固療法適正化に向けて～当院における投与の実際からの検討～
上森　恵里、松岡　順子、宮田　広樹、海老井　佳織、今村　真沙美、川田　桂子、野口　周作、笠原　英城
日本医科大学武蔵小杉病院薬剤部

3-13-O64-3	 終末がん患者の向精神薬・抗精神病薬・抗うつ薬への介入
今井　一輝、二村　昭彦
藤田医科大学七栗記念病院医療技術部薬剤課

3-13-O64-4	 白内障手術患者における術後の睡眠改善と減薬に関する調査
加藤　駿介 1、赤嶺　由美子 1、石川　誠 2、三浦　昌朋 1

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学医学部附属病院眼科

 
一般演題（口頭）65	 15:35 ～ 16:35

医療情報システム
座長：大塚　誠（福岡大学病院薬剤部）

3-13-O65-1	 腎排泄型薬剤へのテトラアプローチの有用性
山中　理 1,2,3、山村　篤史 1、中山　英夫 1,3

1 市立大津市民病院薬剤部、2 市立大津市民病院医療情報システム室、3 市立大津市民病院治験管理センター

3-13-O65-2	 一般名処方をサポートする処方オーダシステムの構築とその評価
河崎　尚史 1、松山　真範 1、北島　正大 1、名村　隆 2、金　桂洙 3

1 橋本市民病院薬剤部、2 橋本市民病院診療情報科、3 橋本市民病院眼科

3-13-O65-3	 「顧客の声」分析による課題・ニーズ把握と改善に向けた取り組み
大町　成樹、有和　泰子、中井　徹、竹村　卓哉、酒井　保浩、太田　和人、京井　由加利、高野　修一
塩野義製薬株式会社メディカルアフェアーズ部医薬情報センター

3-13-O65-4	 入院インスリン皮下注射の指示入力画面の構築とインスリン専用システムの使用状況
金内　幸子 1、青柳　京子 1、小谷野　圭子 2

1 公益財団法人東京都医療保健協会練馬総合病院薬剤科、2 公益財団法人東京都医療保健協会練馬総合病院質保証室

 
一般演題（口頭）66	 16:35 ～ 17:35

医薬品情報・データベース
座長：武隈　洋（北海道大学病院薬剤部）

3-13-O66-1	 アンジオテンシン変換酵素阻害剤・アンジオテンシン II 受容体拮抗剤、プロトンポンプ阻害剤フォーミュラ
リーの導入影響評価
安島　秀友 1、松崎　貴志 1、有木　宏宗 2、澤藤　園子 2、田中　恒明 1,2

1 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院薬剤部、2 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部

3-13-O66-2	 スタチンの使用と白内障発生との関連：レセプトデータを用いた解析
高科　桃子、田口　みなみ、大場　延浩、福岡　憲泰
日本大学薬学部

3-13-O66-3	 降圧薬の使用による尿酸値への影響：病院の医療情報データを用いた解析
麻生　洋哉 1,2、大場　延浩 1、依馬　理咲子 1、荒井　希文 2、佐々木　祐樹 2、福島　栄 2、福岡　憲泰 1、菊池　憲和 2

1 日本大学薬学部薬学科、2 日本大学病院

3-13-O66-4	 アソシエーション分析を活用した慢性腎臓病患者において認知機能に影響を与える薬剤のシグナルの探索
長澤　宏之 1,2、野口　義紘 1、舘　知也 1、寺町　ひとみ 1

1 岐阜薬科大学病院薬学研究室、2 セコメディック病院薬剤部
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11月4日（月・祝）	 第3会場（福岡国際会議場	2F	201）
一般演題（口頭）67	 9:00 ～ 10:00

医療安全 1
座長：直良　浩司（島根大学医学部附属病院薬剤部）

4-3-O67-1	 医療過誤に及ぼす要因に関する研究：鑑査業務
宮地　佑佳 1、小粥　夏日 1、堀場　崇志 1、仲山　千佳 1、磯貝　正人 2、田村　摩紀 2、杉浦　奈美 3、中澤　直美 3、 
加藤　美樹 4、舟橋　智美 4、長芝　計代 4、大西　正文 4、松浦　惠子 2、斎藤　寛子 4、大嶋　耐之 1

1 金城学院大学薬学部、2 鈴鹿みなみ薬局、3 鈴鹿センター薬局、4 愛知医科大学薬剤部

4-3-O67-2	 医療用麻薬に関連するインシデント・アクシデント報告の解析と再発防止への取り組み
田中　怜 1,2、飯島　久子 3、青山　隆夫 2、石川　寛 1、佐藤　淳也 1、川岸　佐和子 1、梅坪　翔太 1、佐藤　哲 1、 
篠　道弘 1

1 静岡県立静岡がんセンター薬剤部、2 東京理科大学薬学部、3 静岡県立静岡がんセンター RMQC 室

4-3-O67-3	 音声録音付きカメラソリューションを用いた医療安全の質向上に関する有用性検討（第 1報）	
～調剤鑑査業務の体制構築と使用経験～
久保田　綾乃 1、牧野　和也 1、海野　亜実 1、鈴木　高弘 2,3、平澤　典保 2

1 聖隷沼津病院薬剤課、2 東北大学大学院薬学研究科生活習慣病治療薬学分野、3 日本調剤薬剤受託部

4-3-O67-4	 当院におけるプレアボイド報告の解析と今後の課題
竹村　有美、平山　聡子、塚原　邦浩、久保田　厚子、小倉　秀美
JCHO 下関医療センター薬剤部

 
一般演題（口頭）68	 10:00 ～ 11:00

医療安全 2
座長：白井　敦（昭和大学病院附属東病院薬局）

4-3-O68-1	 内服自己管理薬に関するヒヤリ・ハット事例の解析
舘合　慶一 1、川上　和宜 1、森本　重輝 1、二木　翔平 2、保田　知生 2

1 公益財団法人がん研究会がん研有明病院薬剤部、2 公益財団法人がん研究会がん研有明病院医療安全管理部

4-3-O68-2	 PTP シートの外観類似に寄与するデザイン要素と取り違えに関する意識調査
北村　美帆 1、佐藤　宏樹 2,3、柳　奈津代 2、澤田　康文 2

1 東京大学薬学部薬学科、2 東京大学大学院薬学系研究科、3 東京大学大学院情報学環

4-3-O68-3	 外来患者を対象とした副作用・アレルギー情報の一元管理体制の構築～問診票を活用した多職種協働による
情報収集と評価～
荒木　良介 1,2、加藤　加奈恵 1、浜本　知之 2、田中　恒明 3、山田　英紀 1

1 大和市立病院薬剤科、2 昭和薬科大学臨床薬学教育研究センター応用薬物治療部門、3 聖マリアンナ医科大学病院薬剤部

4-3-O68-4	 エドキサバン適応外使用による大出血事象の増加
福井　里佳 1、平　大樹 1,2、國津　侑貴 1、磯野　哲一郎 1、田淵　陽平 1、生野　芳博 1,3、上島　智 2、伊藤　英樹 3,4、 
寺田　智祐 1

1 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、2 立命館大学薬学部、3 滋賀医科大学医学部附属病院医療安全管理部、 
4 滋賀医科大学医学部附属病院循環器内科

 
一般演題（口頭）69	 13:25 ～ 14:25

医療安全 3
座長：中川　義浩（独立行政法人国立病院機構熊本医療センター薬剤部）

4-3-O69-1	 介護付き有料老人ホームにおける服薬に関連したインシデントの施設ごとの特徴
木崎　速人 1、堤　桃花 1、山本　大輔 2、馬来　秀行 2、益子　幸太郎 2、小西　ゆかり 2、浅井　康平 2、佐藤　宏樹 3,4、 
澤田　康文 3、堀　里子 1

1 慶應義塾大学薬学部、2SOMPO ケア株式会社、3 東京大学大学院薬学系研究科、4 東京大学大学院情報学環

4-3-O69-2	 安全な薬物療法提供をめざしたプレアボイド事例共有の取り組み
川俣　洋生 1,2、福石　和久 1、田中　久美 2、与古田　幸代 2、岡田　靖 2、西野　隆 3、高島　伸也 1

1 国立病院機構九州医療センター薬剤部、2 国立病院機構九州医療センター医療安全管理部、 
3 医療法人社団高邦会高木病院

4-3-O69-3	 睡眠導入剤による転倒への影響
大谷　徹 1、永田　裕章 1、野口　祥紀 1、荒木　康羽 1、世古口　拓也 1、井田　諭 2、金児　竜太郎 2、谷村　学 1

1 伊勢赤十字病院薬剤部、2 伊勢赤十字病院糖尿病・代謝内科

4-3-O69-4	 地域薬局における薬剤師介入の有効性
玉城　武範 1,2、吉山　友二 2

1 有限会社くすりのミドリミドリ薬局美里店、2 北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター保険薬局学
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 一般演題（口頭）70	 14:25 ～ 15:25

腎疾患
座長：金谷　朗子（九州大学病院薬剤部）

4-3-O70-1	 腎機能に関連した疑義照会の薬剤費への影響
中島　誠 1,2、桐野　玲子 1、瀧下　恭子 1、高橋　武士 1、中木原　由佳 1、新上　香奈子 1、福元　裕介 1、川添　希 1、 
林　秀樹 2、杉山　正 2

1 鹿児島市医師会病院薬剤部、2 岐阜薬科大学実践社会薬学講座

4-3-O70-2	 シナカルセトからエボカルセトへの切替えに伴う有効性及び安全性の検討
辻　卓矢 1、渡邊　泰子 1、佐藤　みのり 2、有元　克彦 3、佐々木　緑 1

1 医療法人創和会しげい病院薬剤部、2 医療法人創和会重井医学研究所附属病院薬剤部、 
3 医療法人創和会しげい病院腎臓内科

4-3-O70-3	 看護師に対する腎機能評価に関する意識調査
竹内　陽亮、森本　健幹、高橋　雄也、宮脇　洋平、長島　裕樹
医療法人沖縄徳洲会吹田徳洲会病院薬剤部

4-3-O70-4	 糸球体腎炎に対する副腎皮質ステロイド単剤療法における効果発現因子の検討
森田　真樹子、永光　華菜、鳥山　陽子、谷口　潤、尾之江　剛樹
独立行政法人国立病院機構鹿児島医療センター

11月4日（月・祝）	 第4会場（福岡国際会議場	2F	202）
一般演題（口頭）71	 9:00 ～ 10:00

妊婦・授乳婦 1
座長：大津　由美子（大阪府立母子保健総合医療センター薬局）

4-4-O71-1	 診療データに基づく妊婦における抗てんかん薬の処方推移に関する調査
塩澤　誠 1、菊池　大輔 1,2、千葉　紗耶花 1、城坂　理紗 1、三浦　良祐 1、小原　拓 2,3、渡辺　善照 1,4

1 東北医科薬科大学病院薬剤部、2 東北大学大学院医学系研究科分子疫学分野、3 東北大学病院薬剤部、 
4 東北医科薬科大学薬学部病院薬剤学教室

4-4-O71-2	 妊婦に対する抗菌薬処方の実態：レセプトデータベースに基づく検討
高木　秀侑 1、石川　智史 2、大柳　元 1,3,4、野田　あおい 1,3,4、小原　拓 1,3,4、眞野　成康 1,2

1 東北大学病院薬剤部、2 東北大学大学院薬学研究科病態分子薬学分野、 
3 東北大学東北メディカル・メガバンク機構予防医学・疫学部門、 
4 東北大学大学院医学系研究科環境遺伝医学総合研究センター分子疫学分野

4-4-O71-3	 セフポドキシムプロキセチルの母乳移行と授乳時の安全性に関する理論的考察
大久保　正 1,2、田中　真理子 2、大久保　七枝 3、大久保　節子 4、大久保　美穂 5

1 七福薬局むつ、2 七福薬局研究所、3 七福薬局、4 タンポポ薬局、5 小金井ファーマシー

4-4-O71-4	 ラモトリギンの乳汁移行と胎盤移行
宮原　芽久美 1、成瀬　勝彦 2、前田　雅之 1、八幡　郁子 1、谷川　恵子 1、小川　恵美子 1、池田　和之 1、吉川　一吾 1、
辻　力夫 1

1 奈良県立医科大学附属病院薬剤部、2 奈良県立医科大学産婦人科

 
一般演題（口頭）72	 10:00 ～ 11:00

妊婦・授乳婦 2
座長：長谷川　まゆみ（埼玉医科大学総合医療センター薬剤部）

4-4-O72-1	 小児病棟入院中の乳児を持つ授乳婦の服薬に関するアンケート調査研究
松岡　順子 1、上森　恵理 1、森角　裕貴 1、川田　桂子 1、宮田　広樹 1、島　義雄 2、笠原　英城 1

1 日本医科大学武蔵小杉病院薬剤部、2 日本医科大学武蔵小杉病院新生児科

4-4-O72-2	 授乳婦への造影剤投与と情報提供、その取り組みについて
桐林　美緒、佐藤　千比呂、金田　美咲緒
国家公務員共済組合連合会立川病院薬剤科

4-4-O72-3	 妊娠期の薬物療法に対する妊婦と配偶者の意識調査
吉井　圭佑 1、芦田　直子 1、原（野上）　愛 2、見尾　光庸 2、杉山　哲大 1

1 津山中央病院薬剤部、2 就実大学大学院医療薬学研究科

4-4-O72-4	 重篤な妊娠悪阻にオランザピンが奏効した 1例
土井　由布子、中田　和宏、矢口　絢子、木村　美由喜
越谷市立病院
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 一般演題（口頭）73	 13:25 ～ 14:25

高齢者ケア
座長：田中　順子（熊本大学病院薬剤部）

4-4-O73-1	 介護施設に入所した認知症患者への薬物療法の実態
浜田　将太 1、小島　太郎 2、石井　伸弥 2、大河内　二郎 3、秋下　雅弘 2

1 医療経済研究機構、2 東京大学医学部附属病院老年病科、3 介護老人保健施設竜間之郷

4-4-O73-2	 入院時服用薬剤数は退院時のリハビリテーションのADLに影響を及ぼす
山元　孝俊 1、小瀬　英司 1、榎本　弘美 1、渡部　多真紀 1,3、河村　剛至 1,3、安井　洋一 2、河野　博隆 2、渡邊　真知子 3、
安野　伸浩 1,3

1 帝京大学医学部附属病院薬剤部、2 帝京大学医学部整形外科学講座、3 帝京大学薬学部

4-4-O73-3	 認知症患者の処方内容への薬剤師の関わり‐事例報告 -
谷　博子
臨床薬学懇談会

4-4-O73-4	 認知症サポートチームにおける薬剤師の必要性に関する評価
山本　早絵 1,4、林田　颯志 1、佐道　紳一 1、吉野　走 1,4、川原　隆 2,4、六倉　和生 3,4、樋口　則英 1

1 長崎みなとメディカルセンター薬剤部、2 長崎みなとメディカルセンター看護部、 
3 長崎みなとメディカルセンター神経内科、4 長崎みなとメディカルセンター認知症サポートチーム

 
一般演題（口頭）74	 14:25 ～ 15:25

高齢者ケア・医療安全
座長：中垣　春美（久留米大学医療センター薬剤室）

4-4-O74-1	 脳神経外科急性期病院におけるDr.SUPERMANを用いた高齢者多剤併用の追跡調査
曽和　鮎美 1,2、山崎　みどり 1、伊藤　愛 1、大石　雅子 2

1 伊丹恒生脳神経外科病院薬剤部、2 滋慶医療科学大学院大学

4-4-O74-2	 多職種ポリファーマシー対策チームにおける薬剤適正使用推進の実際
田中　成枝 1、越智　大輔 1、木下　玄子 1、大西　順子 1、白石　剛一 1、村上　雅基 2、田中　陽子 3、加地　七彩 4、 
合田　貴史 1、山崎　宙 5、近藤　祥代 1

1HITO 病院薬剤部、2 リハビリテーション科、3 栄養科、4 看護部、5 徳島県鳴門病院循環器内科

4-4-O74-3	 処方情報の受付業務開始に伴う効果
津曲　恭一 1、大窪　典子 1、杉尾　由希子 1、雪竹　英志 1、植村　ちひろ 1、平峯　侑恵 1、上丸　祥恵 1、安富　佑思 1、
杉町　代 1、宮下　裕央 1、松石　裕也 1、西村　尚芳 2、長岡　麻沙美 3

1NHO 都城医療センター薬剤部、2NHO 鹿児島医療センター薬剤部、3 おおじま調剤薬局

4-4-O74-4	 医療安全研修会の開催方法と出席率アップへの取り組み
平田　備子 1,6、磯　弓子 1,6、小椋　千絵 2,6、森島　毅 3,6、長野　英樹 4,6、大西　尚 5,6、戸部　智 5

1 明石医療センター医療安全管理室、2 明石医療センター薬剤科、3 明石医療センター臨床工学科、 
4 明石医療センター地域医療連絡室、5 明石医療センター診療部、6 明石医療センター医療安全管理委員会

11月4日（月・祝）	 第7会場（福岡国際会議場	4F	401＋402＋403）
一般演題（口頭）75	 9:00 ～ 10:00

栄養管理・NST・薬物療法（その他）
座長：深水　知英（鹿児島大学病院薬剤部）

4-7-O75-1	 亜鉛欠乏症に対する酢酸亜鉛の補充効果と阻害因子の影響
細野　真吾 1,2、森　光輝 2、廣瀬　達也 2、中島　彩子 1、細野　亜由美 1、宇佐美　英績 2、吉村　知哲 2、山崎　崇 1

1 医療法人徳洲会大垣徳洲会病院薬剤部、2 大垣市民病院薬剤部

4-7-O75-2	 脳卒中発症後に実施したリハビリテーションの転帰に影響する薬剤の検討
松崎　貴志 1、安島　秀友 1、新嶋　茂正 1、勝田　雄太 1、最上谷　拓磨 2、笠原　酉介 2、森　みさ子 3、川畑　亜加里 3、
豊崎　祥子 4、清水　朋子 4、小野寺　英孝 5、植草　秀介 6、松尾　和廣 6、田中　恒明 1、吉尾　隆 6

1 聖マリアンナ医大横浜市西部病院薬剤部、2 リハビリテーション部、3 看護部、4 栄養部、5 脳神経外科、 
6 東邦大学薬学部臨床薬学研究室

4-7-O75-3	 メポリズマブからベンラリズマブ投与へ変更により喘息コントロールの改善と経口ステロイドからの離脱が
可能となった 1症例
渡辺　昌子 1、設楽　芙月 2、狭間　翔平 2、櫻井　淳二 3、佐藤　伸輔 3、高橋　知子 2、石澤　文章 3、渡辺　善照 1、 
高橋　識至 4

1 東北医科薬科大学病院薬剤部、2 東北医科薬科大学薬学部、3 東北医科薬科大学若林病院薬剤部、 
4 東北医科薬科大学若林病院呼吸器内科

4-7-O75-4	 胃切除術後における術後合併症と疼痛、フレイルの関連
西　健太郎 1、守田　和憲 1、田上　治美 1、高森　啓史 2

1 済生会熊本病院薬剤部、2 済生会熊本病院外科
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 一般演題（口頭）76	 10:00 ～ 11:00

薬薬連携 3
座長：平川　良宏（福岡みらい病院医療安全管理室）

4-7-O76-1	 節薬バッグ運動における残薬の発生しやすい薬剤および地域差についての解析
木原　太郎 1、小林　大介 2、小柳　香織 1、窪田　敏夫 3、川尻　雄大 2、金子　絵里奈 1、都築　加奈 2、高山　浩太郎 2、
脇山　えりか 2、加崎　哲夫 4、國武　雅弘 4、竹下　文明 5、安東　恵津子 6、馬場　智弘 7、浅尾　一夫 8、濱野　明子 8、
高木　淳一 1、田中　泰三 1、島添　隆雄 2

1 一般社団法人福岡市薬剤師会、2 九州大学大学院薬学研究院臨床育薬学分野、3 第一薬科大学地域医療薬学センター、 
4 一般社団法人糸島市薬剤師会、5 一般社団法人筑紫薬剤師会、6 一般社団法人宗像薬剤師会、7 一般社団法人粕屋薬剤師会、
8 一般社団法人墨田区薬剤師会

4-7-O76-2	 服薬情報提供書の利活用促進～ビデオ研修の結果と今後の課題～
荒井　玲美、伊藤　昌裕、渡邉　泰崇、田井中　絹代、福岡　勝志、弓削　吏司
日本調剤株式会社教育情報部

4-7-O76-3	 院外処方箋に記載した検査値利用の実態調査
荒井　久暢、長谷川　晃司
京都中部総合医療センター薬剤部

4-7-O76-4	 多剤調整システムの開発と有用性の検証
杉生　雅和、吉岡　睦展、石津　智司、根上　朋子、若松　雄太、長尾　彰太、河岡　真由美、小川　佳美
宝塚市立病院薬剤部

 
一般演題（口頭）77	 13:25 ～ 14:25

薬剤疫学・医療経済 3
座長：大本　暢子（神戸大学医学部附属病院薬剤部）

4-7-O77-1	 LDV/SOF療法を施行したC型慢性肝炎患者のQOL低下に関連する因子の検討
四十物　由香 1,2、神山　紀子 1、山元　俊憲 3、鴨志田　敏郎 4、齋藤　祥子 2、青山　芳文 2、向後　麻里 1

1 昭和大学薬学部臨床薬学講座薬物治療学部門、2 株式会社日立製作所日立総合病院薬務局、 
3 昭和大学医学・医療振興財団、4 株式会社日立製作所日立総合病院消化器内科

4-7-O77-2	 インフルエンザシーズンにおけるバロキサビルとノイラミニダーゼ阻害薬 3剤の自覚症状軽快割合の保険薬
局での比較
高橋　渉 1、笹原　侑祐 2、池　貴幸 3、板垣　幸太郎 1、長沼　未加 1

1 クオール株式会社クオールアカデミー・教育研修部、2 クオール株式会社関東第一薬局事業部、 
3 クオール株式会社クオール薬局恵比寿店

4-7-O77-3	 院内フォーミュラリーの導入による入院患者の医薬品費削減
横山　匠太 1、安原　昌宏 1、内海　敦志 1、高橋　恭平 1、大山　展弘 1、原田　靖子 1、西原　昌幸 2

1 マツダ株式会社マツダ病院薬剤部、2 医療法人社団輔仁会太田川病院薬剤部

4-7-O77-4	 注射薬抗がん剤の調製時におけるDVOの方法の比較検討
吉野　裕梨佳 1、齋藤　智之 2、近藤　泰礼 2、小嶋　伸二 2、佐藤　邦義 2、荒川　隆太郎 2、久保田　理恵 1

1 北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター臨床薬学教育部門、2 順天堂大学医学部附属順天堂医院薬剤部

 
一般演題（口頭）78	 14:25 ～ 15:25

地域・在宅医療
座長：佐伯　康之（広島大学病院薬剤部）

4-7-O78-1	 多職種連携による服薬管理能力評価の試み
横山　敏紀 1、佐藤　未季 1、澤岡　理咲 1、大野　育美 1、伊藤　明美 2、永田　宏樹 3、永田　学 4、櫻井　秀彦 5

1 社会医療法人恵和会西岡病院薬局、2 社会医療法人恵和会西岡病院看護部、 
3 社会医療法人恵和会西岡病院リハビリテーション科、4 社会医療法人恵和会西岡病院医局、5 北海道科学大学薬学部

4-7-O78-2	 介護職を対象とした有害事象報告調査と介護現場における薬剤師介入の意義
浅見　友一 1、藤田　茂起 1、飯塚　敏美 1、柳下　早苗 2、原　広子 2、堀口　雅巳 1

1 望星薬局、2 介護支援事業所りんどう

4-7-O78-3	 サービス付き高齢者向け住宅における服薬介助に伴うインシデントの分析
池田　百合香 1、佐藤　宏樹 2、柳　奈津代 2、益子　幸太郎 3、木崎　速人 4、山本　大輔 3、馬来　秀行 3、小西　ゆかり 3、
浅井　康平 3、堀　里子 4、澤田　康文 2

1 東京大学薬学部、2 東京大学大学院薬学系研究科、3SOMPO ケア株式会社、4 慶應義塾大学薬学部

4-7-O78-4	 外国人患者が処方されたくすりを適正に使用することを目指したメソッド	「OMOTENASHI」アプリ版の開発
鈴木　渉太 1,2、山川　紘希 3、宮本　敬子 4、原田　祐希 4、岡田　浩 2

1 奈良県立医科大学附属病院臨床研究センター、2 京都大学大学院医学研究科 SPH、3 さくら薬局京都駅前店、 
4 株式会社中川調剤薬局
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11月4日（月・祝）	 第8会場（福岡国際会議場	4F	404＋405＋406）
一般演題（口頭）79	 9:00 ～ 10:00

有害事象・副作用 4
座長：山口　佳津騎（香川大学医学部附属病院薬剤部）

4-8-O79-1	 アセトアミノフェンは本当に安全な鎮痛薬か？－肝酵素上昇のリスク因子の検討－
廣瀬　正幸 1,2、田島　康介 3、瀬川　悠史 3、小川　広晃 3、坂崎　多佳夫 3、新垣　大智 3、廣末　美幸 3、平川　昭彦 4、 
山田　成樹 1,2

1 藤田医科大学病院薬剤部、2 藤田医科大学医学部臨床薬剤科、3 藤田医科大学病院救急科、 
4 藤田医科大学病院災害・外傷外科

4-8-O79-2	 タゾバクタム /ピペラシリン配合剤の先発品・後発品間における安全性の比較検討
中蔵　伊知郎、森　幸代、田中　裕貴子、森田　貴子、北澤　文章、辻川　正彦
JCHO 星ヶ丘医療センター薬剤部

4-8-O79-3	 Liposomal	amphotericin	B による腎機能障害発現に関連する因子の探索
高橋　悠 1、片田　佳希 1、中川　俊作 1、杉本　充弘 1、吉田　優子 1、木全　柾典 1、糸原　光太郎 1、北田　徳昭 1、 
深津　祥央 1、米澤　淳 1、中川　貴之 1、松村　康史 2、長尾　美紀 2、松原　和夫 1

1 京都大学医学部附属病院薬剤部、2 京都大学医学部附属病院感染制御部

4-8-O79-4	 バラシクロビルの通常投与量においてアシクロビル腎症および脳症を発症した高齢者の一症例
野々内　裕紀 1、眞継　賢一 1、津崎　光司 2、猪川　和朗 3、森川　則文 3、濱口　良彦 1

1 関西電力病院薬剤部、2 関西電力病院脳神経内科、3 広島大学薬学部臨床薬物治療学研究室

 
一般演題（口頭）80	 10:00 ～ 11:00

有害事象・副作用 5
座長：江角　悟（岡山大学病院薬剤部）

4-8-O80-1	 保険薬局で収集した有害事象（AE）報告の調査と薬局業務への活用
飯塚　敏美、浅見　友一、藤田　茂起、堀口　雅巳
望星薬局

4-8-O80-2	 薬局疑義照会のDrug	Related	Problems（DRPs）に関する研究（1）	
～ DRPs と情報源およびその転帰との関連～
高木　博子 1、金子　絵里奈 2、石橋　久 2、園田　正信 2、山野　徹 2、家入　一郎 1

1 九州大学薬学部臨床薬学教育センター、2 福岡市薬剤師会薬局七隈店

4-8-O80-3	 薬局疑義照会のDrug	Related	Problems（DRPs）に関する研究（2）	
～MedDRA分類に基づいた副作用の発現事例と回避事例の比較～
金子　絵里奈 1、高木　博子 2、石橋　久 1、園田　正信 1、家入　一郎 2、山野　徹 3

1 福岡市薬剤師会薬局七隈店、2 九州大学薬学部臨床薬学教育センター、3 一般社団法人福岡市薬剤師会

4-8-O80-4	 副作用情報・アレルギー薬剤登録の一元管理を目的とした院内副作用報告システムの構築への取り組み
西迫　多重 1、伊藤　加津枝 2

1 益田地域医療センター医師会病院薬剤科、2 益田地域医療センター医師会病院医療安全対策室

 
一般演題（口頭）81	 13:25 ～ 14:25

薬物相互作用
座長：岡崎　昌利（岡山大学病院薬剤部）

4-8-O81-1	 プロトコルおよび薬剤部門システムを活用したDOACの薬物相互作用マネジメント
平山　陽奈、木村　丈司、高橋　知子、冨田　猛、野崎　晃、山本　和宏、大本　暢子、大村　友博、矢野　育子
神戸大学医学部附属病院薬剤部

4-8-O81-2	 肝細胞がん患者においてレンバチニブとワルファリンの相互作用が疑われた症例とその機序解明
柳下　博信 1、加藤　正太郎 1、赤嶺　由美子 1、南　慎一郎 2、高橋　健一 2、千葉　充 2、飯島　克則 2、三浦　昌朋 1

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学大学院医学系研究科消化器内科学・神経内科学講座

4-8-O81-3	 同種造血幹細胞移植におけるレテルモビルとタクロリムスの薬物間相互作用に関する調査
清水　悠太 1、南　貴之 1、花輪　和己 1、山本　健夫 2、飯野　昌樹 2、小林　義文 1、山本　誠一 1

1 地方独立行政法人山梨県立病院機構山梨県立中央病院薬剤部、 
2 地方独立行政法人山梨県立病院機構山梨県立中央病院化学療法科

4-8-O81-4	 慢性骨髄性白血病に対するダサチニブの効果と副作用にプロトンポンプ阻害薬またはH2受容体拮抗薬の併用
が及ぼす影響
永石　浩貴 1、高武　嘉道 2,3、谷口　潤 4、安森　奈緒子 2、衛藤　智章 5、徳井　志野 6、深澤　真実 7

1 鹿児島医療センター薬剤部、2 九州医療センター薬剤部、3 熊本医療センター薬剤部、4 長崎医療センター薬剤部、 
5 九州がんセンター薬剤部、6 小倉医療センター薬剤部、7 福岡東医療センター薬剤部



新しい時代を担う医療薬学のこれから　～薬学の英知の結集～

93

 一般演題（口頭）82	 14:25 ～ 15:25

薬物療法・その他
座長：関屋　裕史（宮崎大学医学部附属病院薬剤部）

4-8-O82-1	 マダニ刺咬傷による重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の一症例
上ノ段　友里 1、池田　元彦 2、辛島　正信 3、富田　珠美 1、縄田　好一 1

1 中津市立中津市民病院薬剤科、2 中津市立中津市民病院内科、3 中津市立中津市民病院看護部

4-8-O82-2	 生物学的製剤治療を受けている関節リウマチ患者の治療アウトカムとBMI の関係
平井　利典 1、舩木　文子 1、村上　公美 1、花田　和彦 2、伊東　俊雅 1

1 東京女子医科大学東医療センター薬剤部、2 明治薬科大学薬物動態学

4-8-O82-3	 エドキサバン投与における抗Xa活性に影響を与える因子の検討
太田　洋貴 1、西村　寿貴 2、小野　亮平 3、生島　五郎 1

1 松戸市立総合医療センター薬局、2 松戸市立総合医療センター脳神経内科、3 松戸市立総合医療センター循環器内科

4-8-O82-4	 関節リウマチ患者における葉酸の服用方法の変更に伴うMTXの副作用と治療効果への影響（後方視的調査）
佐々木　恵一 1、辻　敏和 2、柳原　有希 1、益口　賢 1、近森　綾子 2、渡邊　裕之 2、橋本　昌文 1、木本　泰孝 3、 
堀内　孝彦 3、増田　智先 2

1 九州大学病院別府病院薬剤室、2 九州大学病院薬剤部、3 九州大学病院別府病院内科

11月4日（月・祝）	 第9会場（福岡国際会議場	4F	409＋410）
一般演題（口頭）83	 9:00 ～ 10:00

がん薬物療法（他の副作用対策）4
座長：古野　龍也（佐賀大学医学部附属病院薬剤部）

4-9-O83-1	 頭頸部がん化学放射線療法完遂後における薬剤師による opioid 漸減プログラムの評価
堀之内　藍 1,2,3、鈴木　真也 2、鎌田　隼 2、金子　明日美 2、藤澤　孝夫 3、上田　百合 3、榎田　智弘 3、伊東　和恵 3、 
岡野　晋 3、真壁　秀樹 1、川崎　敏克 2、田原　信 3

1 埼玉医科大学病院国際医療センター薬剤部、2 国立がん研究センター東病院薬剤部、 
3 国立がん研究センター東病院頭頸部内科

4-9-O83-2	 ペメトレキセドによる維持療法を行った非小細胞肺癌患者における血清クレアチニン値上昇のイベントに与
える因子の探索
梅原　健吾 1、小池　希望 2、後藤　桂輔 1、岡山　有希 1、野表　しおり 1、岡崎　泰香 1、若本　あずさ 1、初山　多恵 1、
佐藤　秀紀 1

1 札幌南三条病院薬剤部、2 北海道科学大学薬学部薬学科臨床薬学専攻

4-9-O83-3	 ドセタキセルによる発熱性好中球減少症発現に及ぼすポリファーマシーの影響
槙原　克也、松村　友和
淀川キリスト教病院薬剤部

4-9-O83-4	 カバジタキセル（CBZ）初回投与量別の有害事象と治療継続性に関する検討
森本　江美 1、清水　克次 2、金銅　葉子 2、藤田　敬子 2、坂上　嘉浩 3、伊丹　祥隆 4

1 医療法人桂会平尾病院薬剤部、2 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪国際がんセンター薬局、 
3 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪急性期・総合医療センター薬局、4 医療法人桂会平尾病院泌尿器科

 
一般演題（口頭）84	 10:00 ～ 11:00

がん薬物療法（他の副作用対策）5
座長：池末　裕明（神戸市立医療センター中央市民病院薬剤部）

4-9-O84-1	 Daratumumab 投与による Infusion	Reacution 発現状況に関する調査
井上　勝光、藤田　強記、鶴崎　泰史、花田　聖典、中川　義浩
国立病院機構熊本医療センター薬剤部

4-9-O84-2	 Bevacizumab 投与による蛋白尿発現リスク因子と投与前腎機能の検討
村地　康 1,2、坂井　大介 2、山本　智也 1、西田　尚弘 2、佐藤　太郎 2、奥田　真弘 1

1 大阪大学医学部附属病院薬剤部、2 大阪大学大学院医学系研究科先進癌薬物療法開発学

4-9-O84-3	 当院におけるオビヌツズマブ初回投与時の前投薬に関する比較検討
佐々　侑寿香 1、淺野　肇 1、竹上　学 1、芦田　隆司 2

1 近畿大学病院薬剤部、2 近畿大学医学部血液・膠原病内科

4-9-O84-4	 トラスツズマブによる infusion	reaction 発現リスク因子の解析
松本　咲耶 1、高橋　正也 1、高橋　克之 1、高島　勉 2、柏木　伸一郎 2、野田　諭 2、小野田　尚佳 2、大平　雅一 2、 
永山　勝也 1

1 大阪市立大学医学部附属病院薬剤部、2 大阪市立大学大学院乳腺・内分泌外科
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 一般演題（口頭）85	 13:25 ～ 14:25

がん薬物療法（他の副作用対策）6
座長：橋本　浩伸（国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院薬剤部）

4-9-O85-1	 乳がんの術前術後補助化学療法（EC療法）におけるG-CSF 予防投与の有用性評価
櫻田　巧 1、柴田　高洋 1、井上　貴久 1、山川　祐介 1、合田　光寛 1、座間味　義人 2、桐野　靖 1、中村　敏己 1、 
寺岡　和彦 1、石澤　啓介 1,2

1 徳島大学病院薬剤部、2 徳島大学大学院医歯薬学研究部臨床薬理学

4-9-O85-2	 免疫チェックポイント阻害薬における免疫関連有害事象による投与中止の実態調査
早坂　州生、岩本　浩史、出町　拓也、田中　宏尚、芦崎　雅之、平田　力、北山　秀則、竹内　公美
恵佑会札幌病院薬剤科

4-9-O85-3	 造血器腫瘍患者に対するニューモシスチス肺炎予防における低用量アトバコンの有効性と経済効果について
の検討
杉　富行 1、串　亮太 1、才郷　博久 1、花井　誉 1、萩原　政夫 2、高畠　啓輔 1

1 永寿総合病院薬剤科、2 永寿総合病院血液内科

4-9-O85-4	 リムパーザ錠による偽性腎障害に対する検討
今村　牧夫
一般財団法人倉敷成人病センター

 
一般演題（口頭）86	 14:25 ～ 15:25

がん薬物療法（その他）2
座長：内山　将伸（福岡大学筑紫病院薬剤部）

4-9-O86-1	 大腸癌治療における左右差の有効性と安全性
濱武　清範 1、小西　史子 1、酒井　ちひろ 1、野間　敏也 1、後藤　仁美 1、宮西　將之 1、松本　弘誠 1、中西　輝 1、 
仲　忠士 1、美和　孝之 1、小島　一晃 1、神田　直樹 2、恒松　一郎 3

1 高槻赤十字病院薬剤部、2 高槻赤十字病院消化器科、3 高槻赤十字病院消化器外科

4-9-O86-2	 Real	World	Data における大腸がん部位別での抗EGFR抗体の反応性
鳥居　良太、内藤　雅人、下雅意　彩、竹村　敏也
済生会兵庫県病院薬剤科

4-9-O86-3	 胃癌に対するラムシルマブ・パクリタキセル併用療法開始直後に発現するGrade3 以上の好中球減少症への
栄養状態の関与
佐々木　紀彰、古元　俊徳
国家公務員共済組合連合会広島記念病院薬剤科

4-9-O86-4	 転移性大腸癌患者に対する TAS-102 療法におけるBevacizumab 併用の有無による臨床効果に関する後ろ向
き観察研究
北洞　美佳 1、藤井　宏典 1、廣瀬　智恵美 1、山田　友奈美 1、渡辺　大地 1、飯原　大稔 1、松橋　延壽 2、高橋　孝夫 2、
吉田　和弘 2、鈴木　昭夫 1

1 岐阜大学医学部附属病院薬剤部、2 岐阜大学医学部腫瘍外科

11月4日（月・祝）	 第13会場（福岡国際会議場	5F	502＋503）
一般演題（口頭）87	 9:00 ～ 10:00

薬物動態（臨床）
座長：鈴木　陽介（明治薬科大学薬剤情報解析学研究室）

4-13-O87-1	 肥満患者におけるプロポフォール血中濃度目標値と実測値の乖離要因の探索
中山　紗里 1、平　大樹 1、米田　茉由 1、栗原　二葉 2、小田　真也 2、上島　智 1、岡野　友信 1、川前　金幸 2、 
角本　幹夫 1

1 立命館大学薬学部、2 山形大学医学部麻酔科学講座

4-13-O87-2	 心房細動患者におけるリバーロキサバンの母集団薬物動態解析
上島　智 1、平　大樹 1,2、桑田　健司 1、平田　華鈴 1、田淵　陽平 2、伊藤　英樹 3,4、小澤　友哉 3、中川　義久 3、 
堀江　稔 3,5、寺田　智祐 2、桂　敏也 1

1 立命館大学薬学部、2 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、3 滋賀医科大学医学部循環器内科、 
4 滋賀医科大学医学部附属病院医療安全管理部、5 滋賀医科大学アジア疫学研究センター

4-13-O87-3	 ゲフィチニブの治療効果におけるSTAT3 遺伝子多型と体内曝露量の影響
横田　隼人 1、佐藤　一洋 2、坂本　祥 2、奥田　佑道 2、中山　勝敏 2、三浦　昌朋 1

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 秋田大学医学部呼吸器内科学

4-13-O87-4	 レンバチニブの血中濃度と副作用、動態関連遺伝子多型に関する研究
尾関　智子 1、長濱　充二 2、鈴木　章文 2、杉野　公則 2、伊藤　公一 2、藤田　一馬 1、三浦　昌朋 1

1 秋田大学医学部附属病院薬剤部、2 伊藤病院
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 一般演題（口頭）88	 10:00 ～ 11:00

がん薬物療法（その他）3
座長：柿本　秀樹（福岡大学病院薬剤部）

4-13-O88-1	 リバース・トランスレーショナルリサーチに基づいたシスプラチン起因性腎障害に及ぼすNSAIDs の影響の
解析
岡本　敬介 1,2、齋藤　佳敬 3、小林　正紀 4、古堅　彩子 4、鳴海　克哉 4、井関　健 4

1 北海道大学大学院生命科学院、2 日本学術振興会特別研究員 DC、3 北海道大学病院薬剤部、 
4 北海道大学大学院薬学研究院

4-13-O88-2	 外来膵癌化学療法における有害事象の発現とQOL低下に関する検討
國府田　真綾 1、藤井　宏典 2、廣瀬　智恵美 2、大畑　紘一 2、林　秀樹 1、杉山　正 1、鈴木　昭夫 2

1 岐阜薬科大学実践社会薬学研究室、2 岐阜大学医学部附属病院薬剤部

4-13-O88-3	 進行・再発大腸がんにおけるパニツムマブの低Mg血症および有効性にプロトンポンプ阻害薬が及ぼす影響
桂　英之 1、菅　幸生 2、久保　杏奈 3、杉村　勇人 4、熊谷　要 5、春木　一伸 6、米澤　美和 3、成田　綾香 3、石嶋　麗 4、
小川　依 1、坂野　ひとみ 1、石田　外樹 1

1 国民健康保険小松市民病院薬剤科、2 金沢大学薬学系臨床薬物情報学研究室、3 石川県立中央病院薬剤部、 
4 国立病院機構金沢医療センター薬剤部、5 金沢赤十字病院薬剤部、6 松任石川中央病院薬剤室

4-13-O88-4	 免疫グロブリン製剤によってHBVスクリーニング検査が偽陽性となった 1症例
間瀬　悟、平岩　いずみ、加藤　潤、古田　美里、榊原　崇芳、近藤　有、佐々木　英雄、三宅　芳男
JA 愛知厚生連豊田厚生病院

 
一般演題（口頭）89	 13:25 ～ 14:25

薬物治療と遺伝子多型
座長：家入　一郎（九州大学大学院薬学研究院薬物動態学分野）

4-13-O89-1	 トラマドールの鎮痛効果におけるCYP2D6 遺伝子多型測定の臨床的意義
神谷　貴樹 1、中島　亮 2、平　大樹 3、元持　杏津子 1、森河内　彩 1、篠田　和葉 3、米田　真悟 4、今井　晋二 4、 
寺田　智祐 1

1 滋賀医科大学医学部附属病院薬剤部、2 独立行政法人地域医療機能推進機構滋賀病院、3 立命館大学薬学部、 
4 滋賀医科大学整形外科学講座

4-13-O89-2	 アファチニブによる下痢と遺伝子多型の相関性に関する検討
祖川　倫太郎 1、中島　千穂 2、中村　朝美 2、竹内　耕治 1、木村　早希子 1、小宮　一利 2、成澤　寛 1,3、木村　晋也 2、 
荒金　尚子 1,2

1 佐賀大学医学部附属病院薬剤部、2 血液・呼吸器・腫瘍内科、3 皮膚科

4-13-O89-3	 造血幹細胞移植患児におけるGST遺伝子多型がブスルファンの薬物動態に及ぼす影響
茂見　茜里 1、西川　拓朗 2、猪川　和朗 3、山口　博樹 4、中山　一隆 4、東　英里香 1、宮原　恵弥子 2、あべ松　貴成 2、
中川　俊輔 2、児玉　祐一 2、田邊　貴幸 2、新小田　雄一 2、岡本　康裕 2、河野　嘉文 2、武田　泰生 1

1 鹿児島大学病院薬剤部、2 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科小児科、3 広島大学大学院臨床薬物治療学、 
4 日本医科大学血液内科

4-13-O89-4	 AC 療法施行乳がん患者における生存期間に関連する遺伝的因子の検討
佐原　由莉 1、辻　大樹 1、金　容壱 3、中道　秀徳 2、山本　圭祐 2、塩川　満 2、伊藤　邦彦 1

1 静岡県立大学薬学部臨床薬効解析学分野、2 聖隷浜松病院薬剤部、3 聖隷浜松病院化学療法科

 
一般演題（口頭）90	 14:25 ～ 15:25

がん薬物療法（その他）4
座長：合澤　啓二（熊本赤十字病院薬剤部）

4-13-O90-1	 外来化学療法における高齢者の機能評価と治療の実態調査
大神　正宏 1、小島　寛 2、山下　真以 1、市塚　亜由美 1、五耒　佳央里 1、坪山　勝平 1、小島　友恵 1、鈴木　美加 1

1 茨城県立中央病院薬剤局薬剤科、2 茨城県立中央病院腫瘍内科

4-13-O90-2	 経口抗がん剤処方監査ツールの開発と有用性の検討
石川　星、松林　和幸、佐伯　潤
町田市民病院薬剤科

4-13-O90-3	 演題取下げ

4-13-O90-4	 シクロホスファミドの揮発量と揮発後の動向
小竹　武、山本　理恵、大森　優花里、光野　真理子、遠藤　晋吾、益子　高、井上　知美、石渡　俊二
近畿大学薬学部医療薬学科
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